
一

　

は　

じ　

め　

に

　

中
国
の
エ
チ
ナ
河
流
域
に
は
、
漢
代
辺
郡
に
設
置
さ
れ
た
辺
境
防
衛
の
施
設
が
あ
る
。
張
掖
郡
で
は
、
肩
水
都
尉
府
と
居
延
都
尉
府
が

置
か
れ
、
そ
の
下
部
に
県
レ
ベ
ル
の
候
官
や
、
烽
燧
、
関
所
な
ど
の
施
設
が
あ
る
。
こ
の
地
域
で
は
、
一
九
三
〇
～
三
一
年
に
発
見
さ
れ

た
居
延
漢
簡
と
、
一
九
七
二
～
七
四
年
の
居
延
新
簡
、
一
九
九
九
年
～
二
〇
〇
二
年
の
額
済
納
漢
簡
に
よ
っ
て
、
漢
代
法
制
史
や
、
文
書

行
政
と
簡
牘
文
書
学
、
辺
境
防
衛
の
研
究
が
進
ん
で
い
る（

１
）。

た
だ
し
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
公
表
さ
れ
た
数
量
が
も
っ
と
も
多
い
甲
渠
候

官
（
約
一
三
〇
〇
〇
点
）
の
漢
簡
と
そ
の
周
辺
地
区
を
中
心
と
し
て
お
り
、
居
延
漢
簡
（
旧
簡
）
で
は
約
三
〇
〇
〇
点
に
満
た
な
い
肩
水

候
官
と
肩
水
金
関
の
方
面
の
研
究
は
少
な
か
っ
た
。

  

肩
水
金
関
（
Ａ
32
）
は
、
張
掖
郡
の
肩
水
都
尉
府
―
肩
水
候
官
（
Ａ
33
地
湾
）
の
下
部
に
あ
る
組
織
で
、
北
方
の
居
延
都
尉
府
や
居
延

県
、
甲
渠
候
官
、
卅
井
候
官
の
方
面
に
行
く
交
通
の
要
衝
に
あ
る
関
所
の
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
金
関
は
、
肩
水
候
官
の
施
設
か
ら
北
に
数

百
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
お
り
、
い
わ
ば
二
つ
の
施
設
は
一
体
化
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
る（

２
）。

そ
の
た
め
肩
水
金
関
は
、
施
設

を
運
営
す
る
一
般
の
業
務
の
ほ
か
に
、
と
く
に
交
通
に
関
す
る
職
務
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
反
映
し
て
金
関
漢
簡
に
は
、
通
行
証

肩
水
金
関
と
漢
代
の
交
通

─ 

伝
と
符
の
用
途 

─

藤　

田　

勝　

久



二

で
あ
る
「
伝
」
の
記
録
と
「
符
」
や
、
往
来
の
出
入
記
録
、
文
書
を
逓
伝
す
る
郵
書
記
録
な
ど
が
あ
る
。

　

漢
代
交
通
と
居
延
漢
簡
の
伝
・
符
に
関
し
て
は
、
す
で
に
大
庭
脩
「
漢
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」（
一
九
五
四
年
）、
同
「
漢
代
の
符

と
致
」（
一
九
九
二
年
）
や
、
李
均
明
氏
な
ど
の
研
究
が
あ
る
が
、
そ
の
用
途
に
は
不
明
な
点
が
あ
る（

３
）。

こ
う
し
た
状
況
で
、
甘
肅
省
文

物
考
古
研
究
所
・
甘
肅
省
博
物
館
等
『
肩
水
金
関
漢
簡
（
壹
）』、
同
編
『
肩
水
金
関
漢
簡
（
貳
）』（
以
下
、
金
関
漢
簡
）
の
刊
行
に
よ
っ

て
、
エ
チ
ナ
河
流
域
の
交
通
と
肩
水
金
関
の
運
営
を
め
ぐ
る
資
料
が
追
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

４
）。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
肩
水
金
関
か
ら

出
土
し
た
伝
の
記
録
と
、
符
の
用
途
を
再
検
討
し
、
漢
代
の
交
通
シ
ス
テ
ム
と
関
所
制
度
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

一　

金
関
漢
簡
に
み
え
る
伝
の
記
録

　

漢
代
辺
郡
の
交
通
で
は
、
敦
煌
懸
泉
置
の
よ
う
な
宿
泊
施
設
と
、
通
過
の
要
衝
に
あ
る
肩
水
金
関
と
で
は
、
出
土
し
た
伝
の
内
容
に
相

違
が
あ
る
。
た
と
え
ば
懸
泉
置
で
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
往
来
や
東
西
の
出
張
に
対
し
て
宿
泊
や
交
通
手
段
・
食
事
な
ど
を
提
供
す
る
た

め
に
、
公
的
旅
行
の
伝
の
写
し
（
控
え
の
記
録
）
が
出
土
し
て
い
る（

５
）。

こ
の
伝
は
、
中
央
の
御
史
大
夫
や
、
郡
の
太
守
と
長
吏
、
県
の
長

官
が
発
給
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
私
的
な
旅
行
に
対
す
る
伝
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
肩
水
金
関
と
肩
水
候
官
で
出
土
し
た
伝
は
、
旅
行
の
往
来
に
関
す
る
記
録
で
、
公
的
旅
行
の
伝
も
出
土
し
て
い
る

が
、
私
的
な
旅
行
を
許
可
す
る
伝
の
ほ
う
が
多
い
。
大
庭
脩
氏
は
、
こ
の
私
用
旅
行
の
通
行
証
を
棨
と
し
、
肩
水
金
関
で
出
土
し
た
通
行

証
は
旅
行
者
が
携
帯
す
る
実
物
で
は
な
く
、
そ
の
文
面
を
通
過
地
で
写
し
た
記
録
と
推
測
し
て
い
る（

６
）。
私
的
旅
行
の
伝
は
、
す
べ
て
県
と

県
レ
ベ
ル
の
候
官
の
長
官
が
発
給
し
て
い
る
。
そ
の
書
式
は
、
Ａ
：
本
人
が
所
属
す
る
郷
か
ら
、
伝
を
取
得
す
る
資
格
が
あ
る
こ
と
を
述

べ
て
申
請
し
、
Ｂ
：
県
あ
る
い
は
候
官
の
長
官
が
通
過
地
に
通
告
す
る
文
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
居
延
漢
簡
で
は
、
こ
れ
を
一
つ
に
し



三

た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
を
ふ
ま
え
、
私
も
懸
泉
漢
簡
と
居
延
漢
簡
に
み
え
る
伝
の
記
録
を
考
察
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
伝
の
書
式
は
、
以
下

の
よ
う
に
分
類
で
き
る（

７
）。

出
土
地

発
給
者

上
下
二
段
の
形
式

連
続
の
文
章
形
式

懸
泉
置

中
央
：
御
史
大
夫

公
用
：
謂
、
下
の
用
語

─

郡
：
太
守
な
ど

公
用
：
謂
の
用
語

公
用
：
移
、
謂
～
遣
、
使
の
用
語

（
Ａ
35
大
湾
）

肩
水
金
関

郡
：
太
守
な
ど

公
用
：
謂
の
用
語

（
公
用
：
謂
～
遣
の
用
語
）

県
、
候
官
：

公
用
：

─

公
用
：
移
～
遣
の
用
語

公
用
：
遣
～
敢
言
之
。
移
～

私
用
：

─

私
用
：
自
言
～
敢
言
之
。
移
～

　

つ
ぎ
に
問
題
と
な
る
の
は
、
往
来
す
る
旅
行
者
が
携
帯
す
る
伝
の
実
物
に
対
し
て
、
肩
水
金
関
で
は
ど
の
よ
う
に
文
面
を
記
録
し
た
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
庭
脩
氏
は
、
甲
渠
候
官
な
ど
の
資
料
に
「
伝
」「
過
所
」
と
書
い
た
検
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
身
分
証
明
の
文
書

の
上
に
か
ぶ
せ
て
持
参
し
た
と
推
測
し
て
い
る（

８
）。
し
か
し
伝
に
検
を
か
ぶ
せ
て
密
封
す
れ
ば
、
関
所
の
よ
う
な
通
過
地
で
ど
の
よ
う
に
内

容
を
確
認
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
冨
谷
至
氏
は
、
密
封
さ
れ
た
伝
は
交
通
上
の
通
過
機
関
で
開
封
し
、
ふ
た
た
び
伝
を
封
印
す
る
と
推

測
し
て
い
る（

９
）。

　

こ
の
説
に
対
し
て
、
封
印
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
伝
を
確
認
す
る
と
い
う
説
が
あ
る（

（1
（

。
市
川
任
三
氏
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
は
何
ら
か
の
方
法

肩
水
金
関
と
漢
代
の
交
通
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で
封
印
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
第
三
者
に
内
容
が
見
え
る
よ
う
に
し
て
い
た
と
推
測
し
、
鷹
取
祐
司
氏
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
記
載
内
容
を

写
し
取
っ
た
簡
に
河
南
郡
の
「
雒
陽
丞
」「
匽
師
丞
」
の
印
文
が
あ
る
た
め
、
金
関
に
到
る
ま
で
の
関
所
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
き
に
、
封

印
を
破
壊
し
な
い
で
内
容
が
確
認
で
き
た
と
推
測
し
て
い
る
。
た
し
か
に
通
過
地
で
封
印
を
変
え
れ
ば
、
発
給
地
で
の
証
明
と
い
う
効
果

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
旅
行
者
が
携
帯
す
る
伝
は
、
た
と
え
ば
觚
な
ど
の
形
状
で
、
そ
の
文
面
を
外
か
ら
見
て
確
認
で
き

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る（

（1
（

。
こ
の
場
合
、
伝
に
付
け
ら
れ
た
封
泥
は
、
内
容
を
隠
す
密
封
の
印
で
は
な
く
、
文
書
の
証
拠
印
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
『
金
関
漢
簡
（
貳
）』
で
は
、
つ
ぎ
の
資
料
が
追
加
で
き
る
。

　

１
元
始
五
年
十
二
月
辛
酉
朔
庚
辰
東
郷
嗇
夫
丹
敢
言
之
、
□
□
里
男
子
耿
永
自
言
□
彭
守
肩
水
橐
他
□
□
隧
長
永
願

　
　

以
令
取
傳
□
彭
衣
食
、
謹
案
永
等
毋
官
獄
徴
事
當
得
取
傳
、
□
□
□
移
過
所
肩
水
金
關
往
來
出
入
毋
苛

　
　

留
如
律
令
敢
言
之
。
十
二
月
庚
辰
昭
武
長
財
守
丞
□
移
過
所
寫
移
如
律
令
。
掾
忠
令
史
放	

73 EJT23:335

　

２
□
鳳
四
年
四
月
辛
丑
朔
甲
寅
南
郷
嗇
夫
□
敢
言
之
、
□
石
里
女
子
蘇
夫
自
言
夫
延
壽
為
肩
水
倉
丞
願
以
令
取

　
　

居
延
□
□
□
與
子
男
□
葆
延
壽
里
段
延
年
□
□
所
占
用
馬
一
匹
軺
車
一
乘
、•

謹
案
戸
籍
在
郷
□

　
　

夫
□
延
年
皆
毋
官
獄
徴
事
當
以
令
取
傳
敢
言
之
。

　
　

…
…
移
過
所
如
律
令
。
／
佐
定	

73 EJT23:772 A

　
　

居
延
令
印　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

73 EJT23:772 B

　

３
永
始
二
年
九
月
壬
子
朔
辛
酉
東
郷
有
秩
相
敢
言
之
、
廣
世
里
…
…

　
　

案
毋
官
獄
徴
事
謁
移
過
所
毋
苛
留
敢
言
之
。

　
　

九
月
辛
酉
熒
陽
守
丞
承
移
過
所
如
律
令
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

73 EJT24:23 A

　
　

熒
陽
丞
印　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

73 EJT24:23 B
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肩
水
金
関
と
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代
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通

　

４
…
…
敢
言
之
。

　
　

五
月
壬
戌
居
延
丞
延
年
移
過
所
縣
道
河
津
關
毋
苛
留
止
如
律
令
。
／
掾
延
年
佐
長
世　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

73 EJT24:240 A

　
　

印
曰
居
延
丞
印　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

73 EJT24:240 B

　

５
案
毋
官
獄
徴
事
當
為
傳
、
移
過
所
縣
邑
勿
何
留
敢
言
之
。

　
　

十
二
月
雒
陽
丞
大
移
過
所
縣
邑
勿
何
留
如
律
令
。
掾
禹
令
史
樂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

73 EJT24:266 A

　
　

章
曰
雒
陽
丞
印　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

73 EJT24:266 B

　

１
は
、
張
掖
郡
昭
武
県
が
発
給
し
た
肩
水
金
関
の
方
面
に
行
く
私
用
の
伝
で
あ
る
。
２
と
４
は
居
延
県
が
発
給
し
た
私
用
の
伝
で
あ

り
、
３
は
滎
陽
県
が
発
給
し
た
私
用
の
伝
、
５
は
雒
陽
県
が
発
給
し
た
私
用
の
伝
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
伝
の
文
面
を
写
し
た
記
録
で
あ
る

が
、
印
章
を
付
記
す
る
も
の
は
、
発
給
し
た
県
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
金
関
漢
簡
の
例
を
追
加
す
れ
ば
、
関
所
な
ど
の
通

過
地
で
は
封
泥
を
開
封
す
る
こ
と
な
く
、
伝
の
内
容
を
記
録
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
居
延
漢
簡
に
み
え
る
伝
が
、
実
物
の
写
し
で

あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
の
記
録
は
、
金
関
漢
簡
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
金
関
漢
簡
に
は
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
簡
牘
が
み
え
て
い
る
。
そ
れ
は
伝
の
よ
う
な
通
行
証
に
同
行
す
る
人
物
の
「
牒
」
を

付
け
て
お
り
、「
出
入
如
律
令
」
と
い
う
用
語
を
も
つ
資
料
で
あ
る
。73 EJT8:51 A

は
、
前
漢
末
の
孺
子
嬰
、
居
攝
二
年
（
後
七
）
三
月

癸
卯
（
二
十
日
）
に
、
居
延
県
が
県
索
関
と
肩
水
金
関
に
文
書
を
発
給
し
て
通
告
し
て
お
り
、
官
大
奴
を
ふ
く
む
文
書
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
肩
水
金
関
で
は
、
嗇
夫
が
君
門
下
に
取
り
次
い
だ
状
況
を
背
面
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
文
書
に
関
連
し
て
、73 EJT8:52

に
は
官

大
奴
の
資
料
が
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
一
連
の
文
書
で
あ
れ
ば
、
官
大
奴
の
資
料
は
「
牒
」
と
関
連
し
、
三
月
辛
亥
（
二
十
八
日
）
に
肩
水

金
関
を
通
過
し
た
記
録
と
な
ろ
う
。

　
　

居
攝
二
年
三
月
甲
申
朔
癸
卯　

居
延
庫
守
丞
仁
移
卅
井
縣
索　

肩
水
金
關
都
尉
史
曹
解
掾
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葆
與
官
大
奴
杜
同
倶
移
簿　
　

大
守
府
名
如
牒
書
到　
　
　
　

出
入
如
律
令　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

73 EJT8:51 A
　
　

居
延
庫
丞
印　
　
　
　
　
　
　

嗇
夫
當
發

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

君
門
下　
　
　
　
　
　
　
　
　

掾
戎
佐
鳳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

73 EJT8:51 B

　
　

官
大
奴
杜
同
年
廿
三　
　
　
　

三
月
辛
亥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　73 EJT8:52

　

同
じ
よ
う
に
居
延
漢
簡15.18

で
は
、
張
掖
郡
の
居
延
塢
長
の
王
戎
が
乗
る
馬
に
つ
い
て
、
酒
泉
郡
禄
福
県
の
倉
丞
が
、
帰
路
に
あ
た

る
北
方
の
肩
水
金
関
に
「
出
如
律
令
」
と
通
告
し
て
い
る
。
ま
た74 EJF3:155

で
は
「
吏
所
葆
名
如
牒
」
と
あ
り
、
随
行
人
な
ど
を
出

入
り
さ
せ
る
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
牒
と
一
緒
に
あ
る
文
書
は
、
随
行
す
る
人
や
物
品
の
通
行
を
証
明
す
る
書
で
あ

る
。
さ
ら
に
『
金
関
漢
簡
（
貳
）』
に
は
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
手
続
き
の
資
料
が
あ
る
。

　

Ａ
元
壽
二
年
七
月
丁
卯
朔
辛
卯
、
廣
昌
郷
嗇
夫
假
佐
宏
敢
言
之
、
陽
里
男
子
任
良
自
言
欲
得
取
傳
為
家
私
使
之
武
威

　
　

張
掖
郡
中
、
謹
案
良
年
五
十
八
、
更
賦
皆
給
、
毋
官
獄
徴
事
、
非
亡
人
命
者
、
當
得
取
傳
、
謁
移
過
所
河
津
關
毋
苛
留
如
律
令
。

　

Ｂ
七
月
辛
卯
雍
令　

丞
鳳
移
過
所
如
律
令
。

　

Ｃ
馬
車
一
兩
用
馬
一
匹
齒
十
二
歳
、
牛
車
一
兩
用
牛
二
頭　
　

／
掾
並
守
令
史
普　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

73 EJT23:897 A

　

Ｄ
雍
丞
之
印　
　
　
　
　
　
　
　

Ｅ
嗇
夫
賞
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

君
門
下

　
　

五
月
己
巳
以
來
南　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

73 EJT23:897 B

　

Ａ
は
、
元
寿
二
年
（
前
一
）
七
月
辛
卯
（
二
十
五
日
）
に
、
郷
か
ら
陽
里
の
男
子
・
任
良
が
武
威
・
張
掖
に
私
用
で
旅
行
す
る
た
め

に
、
伝
を
取
る
資
格
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
河
津
関
を
通
過
す
る
申
請
を
し
て
い
る
。
Ｂ
は
、
同
日
に
雍
県
の
令
と
丞
が
、
通
過
地
に

通
告
す
る
文
章
を
記
す
。
こ
の
形
式
は
、
Ａ
と
Ｂ
を
書
写
し
て
県
が
発
給
し
た
文
書
が
、
私
用
旅
行
の
伝
と
な
る
。
表
面
の
「
／
掾
並
、



七

肩
水
金
関
と
漢
代
の
交
通

守
令
史
普
」
は
、
一
般
文
書
の
記
録
で
は
背
面
の
左
下
段
に
記
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
正
面
の
下
段
に
写
し
て
い
る
。
こ
れ
は
肩

水
金
関
で
伝
の
文
章
を
写
し
取
っ
た
記
録
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
Ｃ
に
は
、
追
加
の
条
件
と
し
て
、
馬
車
と
牛
車
の
特
徴
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
人
の
往
来
を
証
明
す
る
伝
の
条
件
で
は
な

く
、
馬
車
と
牛
車
を
付
記
し
た
記
録
と
推
測
さ
れ
る
。

　

背
面
の
上
段
右
に
は
、
Ｄ
「
雍
丞
之
印
」
と
封
泥
の
印
文
を
付
記
し
、
上
段
左
に
は
「
五
月
己
巳
以
來
南
」
と
通
過
し
た
月
日
を
付

記
し
て
い
る
。
Ｅ
は
、
中
段
の
表
記
で
、
嗇
夫
の
賞
が
こ
の
文
書
を
「
君
門
下
」
に
取
り
次
い
で
い
る
。
こ
こ
で
は73 EJT23:897 B

に

「
発
」
と
あ
る
表
記
を
、「
白
」（
も
う
す
）
と
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
発
」「
白
」
は
、
取
り
次
ぐ
と
き
の
表
記
と
推
測
さ
れ
る（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
金
関
漢
簡
に
は
、
通
行
の
証
明
に
随
行
者
の
牒
を
伴
う
文
書
や
、
伝
に
加
え
て
車
馬
・
牛
車
の
付
記
を
も
つ
記
録
が
あ

る
。
こ
れ
は
張
家
山
漢
簡
「
津
関
令
」
の
規
定
を
も
と
に
す
れ
ば
、
伝
と
は
別
に
、
私
馬
を
随
行
す
る
通
行
に
は
「
書
」
の
証
明
で
出
入

を
制
限
し
て
い
る
例
に
あ
た
る（

（1
（

。
私
馬
の
証
明
と
な
る
「
書
」
は
、
別
の
規
定
で
は
馬
の
特
徴
を
記
し
た
「
致
」
に
よ
っ
て
文
書
を
作
成

す
る
と
記
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
こ
で
は
人
が
関
所
を
通
行
す
る
伝
と
は
別
に
、
私
馬
の
随
行
を
証
明
す
る
書
や
致
の
文
書
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
し
た
が
っ
て
漢
簡
に
み
え
る
伝
の
記
録
と
は
別
に
、
随
行
人
や
馬
・
牛
の
特
徴
を
記
し
た
牒
を
伴
う
文
書
は
、「
津
関
令
」
で
規
定

す
る
書
や
致
に
あ
た
る
と
推
測
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
旅
行
者
の
通
行
に
付
随
し
て
、
別
に
随
行
人
や
随
行
品
を
記
す
形
式
は
、
漢
代
の
墓
に
副
葬
さ
れ
た
告
地
策
と
共
通
す
る

要
素
を
も
っ
て
い
る（

（1
（

。
漢
墓
の
告
地
策
は
、
墓
主
が
地
上
か
ら
冥
界
に
行
く
と
き
、
地
下
の
官
吏
に
宛
て
た
通
行
の
擬
制
文
書
で
あ
る
。

こ
の
書
式
は
、
人
が
通
行
す
る
伝
の
記
録
よ
り
は
、
む
し
ろ
随
行
人
や
馬
・
牛
を
記
す
書
式
と
似
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
私
は
、
告
地
策
は

冥
界
へ
の
通
行
に
対
し
て
、
随
行
人
や
随
行
品
を
証
明
す
る
た
め
に
副
葬
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
上
の
交
通
シ
ス
テ
ム
を
反
映
し
た
資
料

と
考
え
て
い
る
。



八

　

以
上
、
肩
水
金
関
で
出
土
し
た
伝
に
は
、
公
用
旅
行
と
私
用
旅
行
の
形
式
が
あ
り
、
そ
の
書
式
を
懸
泉
漢
簡
と
あ
わ
せ
て
整
理
し
た
。

ま
た
金
関
漢
簡
で
数
が
多
い
私
用
の
伝
は
、
そ
の
形
態
と
機
能
か
ら
み
て
実
物
で
は
な
く
、
伝
の
文
章
を
写
し
た
記
録
（
抄
本
）
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
旅
行
者
が
往
来
に
携
帯
す
る
伝
の
実
物
と
の
関
係
は
、
た
と
え
ば
觚
の
形
状
の
よ
う
に
、
伝
の
文
章
は
封
泥

を
開
封
し
な
く
て
も
確
認
し
て
記
録
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
証
拠
印
と
な
る
発
給
者
の
印
文
を
付
記
し
た
と
推
測
し

て
い
る
。
ま
た
肩
水
金
関
で
は
、
伝
に
記
さ
れ
た
本
人
の
通
行
条
件
に
加
え
て
、
随
行
の
車
馬
や
人
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
証
明
す

る
文
書
を
別
に
記
録
し
て
お
り
、
そ
れ
が
通
行
の
致
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
た
。

　

二　

金
関
漢
簡
の
符
と
記
録

　

肩
水
金
関
か
ら
は
、
複
数
の
通
過
地
に
用
い
る
伝
の
記
録
の
ほ
か
に
、
肩
水
金
関
な
ど
特
定
の
通
過
に
使
う
符
が
出
土
し
て
い
る
。
居

延
漢
簡
の
符
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
大
庭
脩
、
籾
山
明
、
李
均
明
氏
な
ど
の
研
究
が
あ
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
見
解
が
あ
る（

（1
（

。

　

ま
ず
符
は
、『
説
文
解
字
』
に
「
符
、
信
也
。
漢
制
以
竹
長
六
寸
、
分
而
相
合
。」
と
あ
り
、
六
寸
（
約
一
四
セ
ン
チ
）
の
割
符
が
基
本

で
あ
る
。
割
符
の
証
明
に
は
、
こ
れ
ま
で
戦
国
楚
の
鄂
君
啓
節
（
青
銅
製
の
割
符
）、
秦
漢
時
代
の
銅
虎
符
（
発
兵
）、
竹
使
符
（
徴
発
）

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
漢
簡
の
符
は
、
竹
製
で
は
な
く
伝
よ
り
短
い
木
簡
で
作
ら
れ
て
お
り
、
長
さ
は
約
一
四
・
六
セ
ン
チ
の
実

物
が
あ
る
。
符
の
側
面
に
は
刻
歯
が
あ
り
、
こ
れ
を
合
わ
せ
て
証
明
と
す
る
。
籾
山
明
「
刻
歯
簡
牘
初
探
」
で
は
、（
１
）
符
、
刻
券
、

（
２
）
出
入
銭
穀
衣
物
簡
、（
３
）
契
約
文
書
簡
に
分
類
し
て
い
る
。
刻
歯
簡
牘
は
、
枝
材
を
縦
半
分
に
割
い
て
作
り
、
同
じ
文
章
の
組
み

合
わ
せ
を
作
成
す
る
。
側
面
の
刻
歯
は
、
文
章
の
数
字
に
対
応
し
て
お
り
、
こ
れ
で
不
正
が
防
止
で
き
る
と
い
う（

（1
（

。
こ
の
ほ
か
刻
歯
簡
牘

に
は
、
文
書
逓
伝
の
際
に
作
成
す
る
郵
書
記
録
に
も
み
え
て
い
る（

（1
（

。



九

肩
水
金
関
と
漢
代
の
交
通

　

漢
簡
の
符
は
、
李
均
明
『
秦
漢
簡
牘
文
書
分
類
輯
解
』
符
券
類
で
、
１
出
入
符
、
２
吏
及
家
属
符
、
３
日
迹
符
、
４
警
候
符
に
分
類
し

て
い
る（

（2
（

。
こ
こ
で
は
関
所
の
通
行
に
関
し
て
、
１
出
入
符
、
２
吏
及
家
属
符
（
吏
家
属
符
）
を
中
心
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

１
出
入
符

　

出
入
符
に
は
、
肩
水
候
官
と
肩
水
金
関
で
出
土
し
た
始
元
七
年
（
元
鳳
元
年
、
前
八
〇
）
の
資
料
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
共
通
し
て
「
居

延
與
金
關
為
出
入
六
寸
符
券
」
と
あ
り
、
刻
歯
は
百
（「
フ
」）
の
形
態
で
、
第
一
か
ら
千
ま
で
の
番
号
を
も
ち
、
具
体
的
な
通
し
番
号
を

記
し
て
い
る
。
完
全
な
符
に
は
下
部
に
穴
が
あ
る
。
そ
し
て
「
左
は
官
に
居
り
、
右
は
金
関
に
移
し
、
符
合
す
れ
ば
以
て
事
に
従
え
」
と

い
う
文
面
が
あ
る
。
１
の
寸
法
は
、
長
さ
一
四
・
二
セ
ン
チ
、
幅
二
・
〇
セ
ン
チ
、
２
の
寸
法
は
、
長
さ
一
四
・
六
セ
ン
チ
、
幅
二
・

四
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
３
の
寸
法
は
、
長
さ
一
四
・
六
セ
ン
チ
で
左
半
分
が
欠
け
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
の
出
入
符
や
残
簡
に
は
、
Ａ
33
の

174.10

、11.26

、11.8

、211.17
と
、73 EJT9:10

が
あ
る
。

　

１
始
元
七
年
閏
月
甲
辰
居
延
與
金
關
為
出
入
六
寸
符
券
歯
百
從
第
一
至
千
左
居

　
　

官
右
移
金
關
符
合
以
從
事　
　
　
　
　
　

◦
第
八　
　

 

（
左
刻
歯
、
穴
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  A33:65.7

　

２
始
元
七
年
閏
月
甲
辰
居
延
與
金
關
為
出
入
六
寸
符
券
歯
百
從
第
一
至
千
左
居

　
　

□
□
□
□
□
□
合
以
從
事　
　
　
　
　
　

◦
第
十
八　

 
（
左
刻
歯
、
穴
） 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

A33:65.9

　

３
始
元
七
年
閏
月
甲
辰
居
延
與
金
關
為
出
入
六
寸
符
券
歯
百
從
第
一
至
千
…
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

A33:65.10

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
右
刻
歯
）

　

＊
…
…
居
延
與
金
關
為
出
入
六
寸
符
券
齒
百
從
第
一
至
千
左
居

　
　

…
…
符
合
以
從
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
第
七 　
　
（
左
刻
歯
、
穴
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 274.10

　

＊

居
延
與
金
關
為
出
入
六
寸
符
券
齒
百
從
第
一
至



一
〇

　
　

□
□
居
官
右
移
金
關
符
合
以
從
事　
　

◦
第
十
九　

 

（
穴
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 274.11
　

４
元
鳳
二
年
二
月
癸
卯
居
延
與
金
關
為
出
入
六
寸
符
券
歯
百　

 

（
右
刻
歯
、
穴
）

　
　

從
第
一
至
千
左
居
官
右
移
金
關
符
合
以
從
事
第
九
百
五
十
九　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

74 EJT26:16

　

大
庭
脩
氏
は
、
こ
の
符
が
居
延
と
肩
水
金
関
の
間
だ
け
で
有
効
と
い
う（

（2
（

。
そ
の
用
途
は
、
居
延
か
ら
金
関
を
通
っ
て
行
く
者
は
、
官
に

あ
る
左
半
分
を
持
っ
て
ゆ
き
、
金
関
か
ら
居
延
に
来
る
者
は
、
金
関
の
右
半
分
を
持
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
か
ら
、
符
を
持
っ
て

関
所
を
通
過
す
る
者
は
、
近
距
離
を
往
来
す
る
者
で
、
関
所
を
通
過
さ
せ
て
も
か
ま
わ
な
い
信
用
の
あ
る
者
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
。
左

右
は
、
切
り
込
み
の
左
右
い
ず
れ
に
あ
る
か
で
区
別
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
使
う
警
候
符
が
、
二
つ
を
合
わ
せ
た
切
り
込
み
か
ら
見
て
左
に

あ
る
符
（
木
簡
の
文
面
か
ら
見
て
右
側
面
に
刻
歯
が
あ
る
）
を
「
左
券
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
切
り
込
み
か
ら
見
て
左
符
・
右
符
と
推
測

し
て
い
る
。

　

李
均
明
氏
は
、
金
関
を
専
用
に
出
入
す
る
出
入
符
の
実
物
で
、
出
入
を
証
明
す
る
と
い
う（

（2
（

。
側
面
に
刻
歯
が
あ
り
、
そ
の
用
途
は
左
符

を
官
に
留
存
す
る
。
符
に
は
番
号
が
あ
り
、
人
名
を
記
さ
な
い
こ
と
か
ら
、
一
人
が
長
期
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
も
の
で
は
な
く
、
必
要

な
時
に
「
某
人
」
に
給
付
し
て
、
用
務
が
終
わ
れ
ば
返
却
し
、
く
り
返
し
反
復
し
て
使
う
も
の
と
す
る
。

　

こ
の
出
入
符
（
符
券
）
の
用
途
で
は
、
さ
ら
に
以
下
の
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。

　

一
に
、
こ
の
符
は
、
肩
水
金
関
の
出
入
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
左
居
官
、
右
移
金
関
」
と
あ
る
よ
う
に
、
居
延
が
発

給
し
て
金
関
に
配
布
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
「
居
延
」「
官
」
に
つ
い
て
は
、
居
延
都
尉
府
が
あ
る
居
延
県
と
す
る
説
や
、
甲
渠
候
官
、

肩
水
候
官
と
す
る
説
が
あ
る（

（2
（

。
後
述
の
吏
家
属
符
で
は
、
発
給
す
る
橐
佗
候
官
が
「
左
居
官
」
と
称
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
発
給
す
る
居

延
県
を
「
官
」
と
み
な
す
見
解
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
居
延
か
ら
肩
水
金
関
の
方
面
に
行
く
者
に
は
、
こ
の
符
を
貸
与
し
、
金
関
で

は
往
来
の
通
行
を
照
合
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
金
関
が
用
務
の
終
点
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
関
所
で
通
行
が
終
わ
る
と



一
一

肩
水
金
関
と
漢
代
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交
通

す
れ
ば
、
そ
の
行
動
が
非
常
に
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
符
の
利
用
範
囲
は
、
肩
水
金
関
を
こ
え
て
、
つ
ぎ
に
確
認
が

必
要
な
関
所
ま
で
の
空
間
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、
張
掖
郡
の
肩
水
地
区
の
範
囲
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
通
行

す
る
者
は
、
居
延
地
区
か
ら
出
発
し
て
、
肩
水
金
関
を
通
過
し
、
肩
水
地
区
の
範
囲
で
用
務
を
済
ま
せ
た
あ
と
、
居
延
地
区
に
帰
る
ま
で

符
を
携
帯
す
る
こ
と
に
な
る
。
肩
水
金
関
の
役
割
は
、
こ
の
出
入
の
照
合
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
の
符
は
、
く
り
返
し
て
別
の
者
に

使
用
さ
れ
る
。

　

二
に
、
こ
の
符
に
は
、
第
一
か
ら
千
ま
で
の
通
し
番
号
が
あ
る
。
そ
の
た
め
肩
水
金
関
か
ら
居
延
地
区
に
行
く
と
き
に
も
使
用
す
る
と

す
れ
ば
、
そ
の
方
法
が
問
題
と
な
る
。
た
と
え
ば
第
一
の
番
号
を
も
つ
符
を
、
双
方
が
同
時
に
往
来
で
使
用
す
れ
ば
、
居
延
か
ら
金
関
を

通
過
す
る
と
き
に
照
合
で
き
な
く
な
る
。
そ
こ
で
双
方
の
利
用
と
照
合
が
で
き
る
た
め
に
は
、
仮
に
第
一
か
ら
第
五
百
ま
で
は
居
延
が
使

用
し
、
第
五
百
一
か
ら
千
ま
で
は
金
関
が
使
用
す
る
と
い
っ
た
区
分
が
必
要
で
あ
る（

（2
（

。
し
か
し
肩
水
金
関
か
ら
居
延
地
区
に
も
使
用
す
る

と
す
れ
ば
、
こ
の
文
面
で
は
交
通
条
件
が
不
十
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
（
１
）
に
、
肩
水
金
関
は
肩
水
地
区
の
北
方
に
位
置
し
て
お
り
、

出
発
点
が
肩
水
都
尉
府
や
、
そ
れ
以
外
の
位
置
に
あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
金
関
ま
で
行
っ
て
符
を
貸
与
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
（
２
）
に
、
も
し
肩
水
地
区
か
ら
用
務
で
居
延
地
区
に
行
く
と
す
れ
ば
、
通
行
の
確
認
は
金
関
で
は
な
く
、
居
延
地
区
の
南
部
に
あ
る

県
索
関
で
の
照
合
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
出
入
符
に
は
、
県
索
関
の
通
過
に
関
す
る
記
載
は
な
く
、
そ
の
利
用
方
法
が
不
明
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
居
延
が
発
給
し
た
出
入
符
は
、
県
索
関
を
ふ
く
め
て
居
延
地
区
で
通
行
が
で
き
、
肩
水
地
区
に
入
る
と
き
に
金
関
で
照
合
を

す
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
想
定
す
れ
ば
、
こ
の
出
入
符
は
、
居
延
か
ら
肩
水
地
区
を
往
来
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
金
関
か

ら
居
延
地
区
に
行
く
た
め
の
相
互
往
来
の
割
符
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

そ
れ
で
は
出
入
符
の
用
務
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
張
家
山
漢
簡
「
津
関
令
」
で
は
、
関
所
の
通
行
に
伝
や
符
が
必
要
で
あ

り
、
塞
の
補
修
や
、
郵
や
門
亭
で
文
書
逓
伝
す
る
者
は
、
符
で
出
入
り
す
る
こ
と
が
で
き
た（

（2
（

。



一
二

　
　

一　

御
史
言
、
越
塞
闌
關
、
論
未
有
令
。
…
…
縣
邑
傳
塞
、
及
備
塞
都
尉
・
關
吏
・
官
属
・
軍
吏
卒
乘
塞
者
、
禁
？
其
□
弩
・
馬
・

牛
出
、
田
・
波
（
陂
）・
苑
？
牧
、
繕
治
塞
、
郵
・
門
亭
行
書
者
得
以
符
出
入
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（488

～491

簡
）

　

こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
符
は
文
書
の
逓
伝
や
境
界
の
出
入
り
に
使
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
出
入
符
の
用
途
は
、
こ
う
し
た
郵
書

の
受
け
渡
し
や
、
境
界
の
警
候
符
、
辺
塞
の
吏
卒
が
使
う
日
迹
符
と
は
異
な
る
と
お
も
わ
れ
る
。

　

ま
ず
懸
泉
漢
簡
や
居
延
漢
簡
の
郵
書
記
録
で
は
、
騎
馬
や
御
者
、
卒
に
よ
っ
て
、
文
書
伝
達
の
早
さ
や
距
離
が
違
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
関
所
を
通
過
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
継
地
で
手
渡
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
こ
に
側
面
に
刻
歯
を
も
つ
郵
書
記
録
が
あ
る
。
金
関

漢
簡73 EJT2:23

の
郵
書
記
録
に
は
「
十
月
丙
寅
失
中
時
□
受
沙
頭
卒
…
…
付
莫
當
□
□
」
と
あ
り
、
肩
水
候
官
に
属
す
る
沙
頭
卒
か
ら
、

橐
佗
候
官
に
属
す
る
莫
當
の
人
に
逓
伝
し
て
い
る
。
そ
こ
で
文
書
逓
伝
で
は
、
境
界
に
あ
る
郵
駅
や
亭
を
中
継
す
る
区
間
で
は
割
符
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
同
じ
地
区
の
文
書
逓
伝
で
は
、
境
界
の
符
を
必
要
と
は
せ
ず
、
こ
こ
で
は
相
互
に
受
け
渡
し
の
記
録
を
作
成
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
文
書
逓
伝
に
必
要
な
境
界
の
符
は
、
出
入
符
の
よ
う
に
広
く
別
の
地
区
に
及
ぶ
往
来
の
用
務
を
想
定
し
て
い
な
い
。

　

つ
ぎ
に
境
界
の
警
邏
（
パ
ト
ロ
ー
ル
）
で
は
、
敦
煌
漢
簡
に
警
候
符
が
あ
り
、
側
面
に
百
の
刻
歯
を
も
つ
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
こ

れ
は
境
界
で
使
う
特
定
の
割
符
で
あ
り
、
照
合
す
る
目
的
が
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
出
入
符
の
よ
う
に
一
定
の
広
い
地
区
で
の
用
務
と

は
性
格
が
違
っ
て
い
る（

（2
（

。

　
　

■
平
望
青
堆
隧
驚
候
符
左
券
齒
百　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敦
煌
漢
簡1393

　

同
じ
よ
う
に
日
迹
符
は
、
特
定
の
候
長
が
左
右
の
符
を
分
け
て
使
用
し
て
お
り
、
こ
れ
も
特
定
の
用
務
で
使
う
符
で
あ
る（

（2
（

。

　
　

第
廿
三
候
長
迹
符
左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

EPT44:21

　
　

第
廿
三
候
長
迹
符
右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

EPT44:22

　

こ
の
ほ
か
交
通
に
関
連
し
て
、
派
遣
の
符
が
あ
る（

（2
（

。
甲
渠
候
官
か
ら
出
土
し
たEPT26:6

は
、
中
間
が
断
絶
し
て
い
る
が
、
残
簡
の
長



一
三
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さ
は
約
一
七
セ
ン
チ
、
幅
二
・
二
セ
ン
チ
で
あ
る
。

　
　

●
甲
渠
八
月
廿
六
日
庚
午
遣
隧
長
榦
況
徒
…
…
覆
衆
迹
虜
到
故
候
官
知
虜
所
出
符
＝
左
留
官

　
　
　

 
（
左
刻
歯
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  EPT26:6

　

こ
れ
は
甲
渠
候
官
が
、
隧
長
を
派
遣
す
る
と
き
の
符
と
お
も
わ
れ
、
側
面
に
小
さ
な
刻
歯
が
あ
る
。
文
面
に
は
「
符
左
は
官
に
留
む
」

と
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
左
右
の
符
を
用
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
文
書
逓
伝
の
符
や
、
境
界
の
警
候
符
、
吏
卒
の
日
迹
に
使
う
符
は
、
限
ら
れ
た
受
け
渡
し
や
確
認
を
す
る
特
定
地
点
で
の

照
合
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
符
と
派
遣
の
符
は
、
そ
の
用
務
が
出
入
符
の
広
い
範
囲
の
往
来
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
出
入
符
は
、
居
延
か
ら
肩
水
地
区
を
往
来
す
る
た
め
の
割
符
で
あ
り
、
別
の
人
び
と
が
何
度
も
使
用
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
肩

水
候
官
や
肩
水
都
尉
府
な
ど
に
行
く
通
常
的
な
用
務
が
想
定
さ
れ
る
。

　

２
吏
家
属
符

　

吏
家
属
符
は
、
金
関
漢
簡
の
公
刊
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
書
式
が
追
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
全
体
は
三
つ
の
形
式
に
区
分
さ
れ
る（

（3
（

。

①
は
出
入
符
と
同
じ
よ
う
に
、
人
名
を
記
さ
ず
通
し
番
号
を
も
つ
符
で
あ
る
。
②
は
上
面
に
候
官
の
名
を
記
し
、
具
体
的
な
人
名
を
記
す

符
で
、
③
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
吏
と
家
属
の
名
を
記
す
符
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
こ
れ
ら
の
符
の
用
途
を
考
え
て
み
よ
う
。

　

①
吏
家
属
符
は
、『
金
関
漢
簡
（
貳
）』
で
新
し
く
追
加
さ
れ
た
形
式
で
あ
る
。
こ
れ
は
出
入
符
と
同
じ
よ
う
に
、
割
符
の
半
分
を
金
関

に
配
布
し
、
不
特
定
の
吏
と
そ
の
家
属
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　

５
橐
他
候
官
與
肩
水
金
關
為
吏
妻
子
葆
庸
出
入
符
齒
十	

19.8

×2.5

セ
ン
チ

　
　

從
第
一
至
百
左
居
官
右
移
金
關
葆
合
以
從
事　
　
　

第
卅
一
（
左
刻
歯
、
穴
）	

73 EJT24:19



一
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６
橐
佗
候
官
與
肩
水
金
關
為
吏
妻
子
葆
庸
出
入
符
齒
十
從
一	

16.7

×2.0

セ
ン
チ

　
　

至
百
左
居
官
右
移
金
關
符
合
以
從
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
右
刻
齒
、
穴
）	

73 EJT22:99

　

７
橐
佗
野
馬
隧
吏
妻
子
與
金
關
門
為
出
入
符　
（
穴
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

17.0

×1.6

セ
ン
チ	

73 EJT21:136

　

５
と
６
は
、
橐
佗
候
官
が
発
給
し
、
右
符
を
肩
水
金
関
に
配
布
し
て
い
る
。
側
面
に
は
十
（「
＞
」）
の
刻
歯
が
あ
り
、
第
一
か
ら
百
の

番
号
を
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
通
し
番
号
が
あ
る
。
木
簡
の
下
段
に
は
穴
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
使
用
す
る
吏
な
ど
の
人
名
は
な
い
。
こ
の
用

法
は
、
出
入
符
と
よ
く
似
て
い
る
。
た
だ
し
使
用
の
対
象
は
「
吏
妻
子
葆
庸
」
で
あ
る
。
ま
た
通
行
の
範
囲
は
出
入
符
よ
り
も
狭
く
、
肩

水
地
区
内
に
あ
る
橐
佗
候
官
か
ら
南
の
肩
水
金
関
を
越
え
る
往
来
に
限
ら
れ
て
い
る
。
７
は
、
橐
佗
野
馬
隧
の
吏
・
妻
子
と
金
関
と
の
間

で
使
用
す
る
符
で
あ
る
。
刻
歯
は
な
く
、
下
部
に
穴
が
あ
る
。
こ
う
し
た
符
で
は
、
吏
と
そ
の
家
属
が
肩
水
地
区
内
を
往
来
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
こ
の
符
は
、
必
ず
し
も
吏
が
家
族
を
同
伴
す
る
の
で
は
な
く
、
家
族
だ
け
が
往
来
す
る
場
合
に
も
使
え
る
文
面
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
場
合
も
、
金
関
か
ら
橐
佗
候
官
の
方
面
に
行
く
通
行
の
証
明
で
は
な
く
、
金
関
の
出
入
り
で
照
合
す
る
割
符
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
①
吏
家
属
符
は
、
発
給
し
た
候
官
か
ら
金
関
を
こ
え
て
往
来
し
、
回
収
す
る
符
で
あ
る
。

　

こ
の
符
に
は
、
妻
子
に
加
え
て
「
葆
庸
」
と
い
う
身
分
が
あ
る
。
こ
の
葆
は
、
庸
保
（
雇
い
人
）
と
す
る
説
や
、
担
保
・
保
証
と
考
証

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
庸
保
と
理
解
し
て
お
き
た
い（

（3
（

。
こ
れ
に
関
連
し
て
金
関
漢
簡
に
は
、「
葆
致
」
と
記
す
資
料
が
あ
る
。
こ
れ

は
雇
い
人
と
し
て
従
者
に
な
っ
て
い
る
者
の
文
書
で
あ
ろ
う
。

　
　

葆　
　

王
孫
記
書
翁
叔
幸
為
糒

　
　

致　
　

肩
水
廏
吏
徐
少
儒
所	

73 EJT9:13

　

つ
ぎ
に
②
吏
家
属
符
は
、『
金
関
漢
簡
（
壹
）』
の
資
料
で
あ
る
。
こ
の
符
は
、
上
部
に
候
官
名
を
記
し
、
側
面
に
刻
歯
が
あ
る
。
文
面

に
は
、
吏
と
家
属
の
名
と
特
徴
を
記
し
て
い
る（

（3
（

。



一
五

肩
水
金
関
と
漢
代
の
交
通

　

８
橐
他　

莫
當
隧
長
童
去
疾
妻
昭
武
安
漢
里
大
女
董
弟
卿 （
右
刻
齒
、
穴
）	

長15

セ
ン
チ
、
断
簡

　
　
　
　
　

年
廿
七
歳
黑
色	

73 EJT5:78

　

９
廣
地　

博
望
隧
長
孫
道
德
得
子
女
居
延
平
里
孫
女
年
十
二
歳
（
右
刻
齒
）	

15

×2.0

セ
ン
チ

　
　
　
　
　

長
五
尺
黑
色	

73 EJT10:201

　
　
　
　
　

後
起
隧
長
逢
尊
妻
居
延
廣
地
里
逢
廉
年
卅
五　

大
車
一
兩

　

10
廣
地　

子
小
女
君
曼
年
十
一
歳　
　
　
　
　
　
　
　
　

用
馬
二
匹	

12.5

×3.4

セ
ン
チ

　
　
　
　
　

葆
聟
居
延
龍
起
里
王
都
年
廿
二　
　
　
　
　
　

用
牛
二
（
左
刻
歯
）	

73 EJT6:41 A

　
　

…
…	

73 EJT6:41 B

　

11
肩
水
候　
　
　
　
　
　
　
　

候
除
平
陵
歸
□
里
公
大
夫	

14.2

×3.0

セ
ン
チ

　
　

永
光
四
年
正
月
壬
辰
符　
　

大
女
□
□
長
七
尺
…
…　
　
　
　

 

（
右
刻
歯
）	

73 EJT6:40

　

12
（
肩
水
）
騂
北
亭
長
成
歐
與
金
關
為
家
室
出
入
符
從
者

得
□
□
里
孫
偃	

16.4

×2.7

セ
ン
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

從
者

得
□
□
里
宣
□	

73 EJT21:117

　

８
、
９
、
10
の
符
の
上
部
に
は
、
肩
水
金
関
の
北
に
位
置
す
る
橐
佗
候
官
、
広
地
候
官
の
名
を
記
し
て
い
る
が
、
年
月
日
は
な
い
。
こ

の
符
は
、
候
官
に
所
属
す
る
隧
長
と
妻
子
、
葆
な
ど
が
往
来
す
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
な
人
名
を
記
し
て
い
る
。
身

体
的
な
特
徴
は
、
吏
の
妻
や
子
供
の
年
齢
、
車
と
牛
・
馬
の
情
報
で
あ
る
。
吏
の
家
族
は
、
こ
の
割
符
の
半
分
を
携
帯
す
る
こ
と
で
金
関

を
出
入
り
で
き
る
と
お
も
わ
れ
る
。
た
だ
し
符
の
文
面
で
は
、
候
官
が
先
に
金
関
に
配
布
し
て
い
る
記
載
は
な
い
。
11
は
、
肩
水
候
官
が

永
光
四
年
（
前
四
〇
）
に
発
給
し
た
符
と
お
も
わ
れ
、
下
段
は
欠
落
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
官
吏
と
家
属
の
通
行
を
通
達
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
12
は
、
肩
水
候
官
に
属
す
る
騂
北
亭
長
と
金
関
と
の
間
で
、
家
室
の
者
が
出
入
す
る
符
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
部
に
所
属
を
書
く



一
六

形
式
と
は
異
な
る
が
、
名
前
を
記
し
た
吏
や
家
族
が
金
関
を
出
入
り
す
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
候
官
に
所
属
す
る
官
吏
と
家
族
の
通
行
を
証
明
す
る
符
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
名
前
と
身
体
的
な
特
徴
を
記
し
た
人
物
に
限
定

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
割
符
は
、
出
入
符
や
①
吏
家
属
符
の
よ
う
に
、
発
給
す
る
候
官
が
金
関
に
配
布
し
た
形
式
で
は
な
い
が
、
金

関
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
符
は
ど
こ
で
作
成
し
、
ど
の
よ
う
に
照
合
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
吏
家
属
符
の
使
用
は
、
い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
が
想
定
で
き
る
。
１
に
、
候
官
が
発
給
し
、
往
来
す
る
吏
の
家
族
と
照
合
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
金
関
で
符
を
見
せ
る
だ
け
と
な
り
、
な
ぜ
金
関
で
出
土
す
る
の
か
が
説
明
で
き
な
い
。
２
に
、
こ
の
符
は
金
関

が
発
給
し
た
も
の
で
、
往
来
す
る
吏
の
家
族
と
照
合
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
な
ら
復
路
に
金
関
が
回
収
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
地
で

実
物
が
出
土
す
る
こ
と
が
説
明
で
き
る
。
こ
の
場
合
は
、
符
の
上
部
に
候
官
の
名
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
発
給
地
で
は
な
く
、
所
属

を
記
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
符
に
年
齢
や
身
体
的
な
特
徴
を
書
く
こ
と
は
、
関
所
で
の
出
入
記
録
に
通
じ
る
項
目
と
し
て
理
解
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。

　

③
吏
家
属
符
は
、
側
面
に
刻
歯
が
あ
り
、
吏
妻
子
の
名
前
を
記
す
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
年
月
日
と
、
吏
と
家
属
の
名
と
特
徴
を

記
し
て
い
る
。

　

13
永
光
四
年
正
月
己
酉　
　
　

妻
大
女
昭
武
萬
歳
里
孫
弟
卿
年
廿
一

　
　

橐
佗
延
壽
隧
長
孫
時
符　
　

子
小
女
王
女
年
三
歳	

14.7

×2.6

セ
ン
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弟
小
女
耳
年
九
歳　
　
　
　

皆
黒
色	

A32:29.1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妻
大
女
昭
武
萬
歳
里
張
儀
年
卌
二
歳

　

14
永
光
四
年
正
月
己
酉　
　
　

子
大
男
輔
年
十
九
歳

　
　

橐
佗
呑
胡
隧
長
張
彭
祖
符　

子
小
男
広
宗
年
十
二
歳



一
七

肩
水
金
関
と
漢
代
の
交
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
小
女
女
足
年
九
歳	

14.5

×3.0

セ
ン
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

輔
妻
南
来
年
十
五
歳　
　
　

皆
黒
色	

A32:29.2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妻
子
大
女

得
當
穿
富
里
成
虞
禹
年
廿
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
小
女
侯
年
一
歳　
　
　
　

車
二
兩

　

15
橐
他
通
望
隧
長
成
　
　
　

弟
婦
孟
君
年
十
五　
　
　
　

用
牛
二
頭

　
　

建
平
三
年
五
月
家
屬
符　
　

弟
婦
君
始
年
廿
四　
　
　
　

馬
一
匹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
女
護
惲
年
二
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弟
婦
君
給
年
廿
五	

73 EJT3:89

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
兄
妻
屋
蘭
宜
衆
里
井
君
任
年
廿
一

　

16
橐
他
勇
士
隧
長
井
臨　
　
　

子
小
男
習
年
七
歳

　
　

建
平
元
年
家
屬
符　
　
　
　

兄
妻
君
之
年
廿
三　
　
　
　

車
一
兩
用
□
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
大
男
義
年
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
小
男
馮
一
歳　
　
　
　
　

 
（
右
刻
歯
）	

73 EJT6:42

　

17
五
鳳
四
年
八
月
庚
戌　
　
　

亭
長
利
主
妻

得
定
國
里
司
馬
服
年
卅
二
歳

　
　

橐
他
石
南
亭
長
符　
　
　
　

子
小
女
自
為
年
六
歳　
　
　

皆
黑
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
出
止
（
左
刻
歯
）	

73 EJT9:87

　

18
橐
他
聖
宜
亭
長
張
祿
譚
符　

妻
大
女

得
安
□

　
　

□
光
二
年
…
…　
　
　
　
　

弟
大
女
…
… 	

73 EJT9:275



一
八

　

13
、
14
は
永
光
四
年
（
前
四
〇
）
正
月
己
酉
で
橐
佗
候
官
の
隧
長
の
符
、
15
は
建
平
三
年
（
前
四
）
五
月
で
橐
佗
候
官
の
隧
長
の
符
、

16
は
建
平
元
年
（
前
六
）
で
橐
佗
候
官
の
隧
長
の
符
、
17
は
五
鳳
四
年
（
前
五
四
）
八
月
庚
戌
で
橐
佗
候
官
の
亭
長
の
符
、
18
は
橐
佗
候

官
の
亭
長
の
符
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
妻
子
の
年
齢
や
身
体
的
な
特
徴
を
記
し
て
い
る
。
15
で
は
車
と
牛
馬
を
付
記
し
て
お
り
、
こ
れ
は

②
吏
家
属
符
の
10
と
共
通
し
て
い
る
。

　

李
均
明
氏
は
、
こ
の
符
の
用
途
に
つ
い
て
、
13
の
よ
う
に
妻
の
郷
里
が
、
金
関
よ
り
南
の
張
掖
郡
昭
武
県
に
あ
る
た
め
、
帰
省
の
と
き

に
往
来
し
た
と
考
え
て
い
る（

（3
（

。
た
し
か
に
妻
の
郷
里
は
、
張
掖
郡
の

得
県
、
屋
蘭
県
が
み
え
て
い
る
。
し
か
し
②
吏
家
属
符
の
９
、
10

で
は
、
妻
の
郷
里
は
居
延
県
の
例
が
あ
り
、
必
ず
し
も
金
関
の
南
方
に
限
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
③
吏
家
属
符
は
、
②
吏
家
属
符
と
同
じ

よ
う
に
、
金
関
が
往
来
す
る
吏
の
家
族
と
の
間
で
作
成
し
、
出
入
り
を
照
合
す
る
割
符
の
可
能
性
が
高
い
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
の
と
き
注

意
さ
れ
る
の
は
、
17
（73 EJT9:87
）
の
「
入
出
止
」
と
い
う
付
記
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
往
来
す
る
者
が
入
り
、
再
び
出
て
（
役
目
を
）

終
え
る
」
と
い
う
意
味
に
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
金
関
の
照
合
で
符
が
完
結
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
想
定
す
れ
ば
、

金
関
に
置
い
た
符
、
あ
る
い
は
復
路
で
回
収
し
た
符
を
、
の
ち
に
廃
棄
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
吏
家
属
符
は
、
基
本
的
に
往
来
者
が
持
つ
符
と
、
肩
水
金
関
で
照
合
す
る
符
の
用
途
を
も
っ
て
い
る
。
①
吏
家
属
符
は
、

出
入
符
と
同
じ
よ
う
に
、
発
給
す
る
候
官
が
先
に
金
関
に
右
符
を
配
布
し
、
通
常
の
往
来
を
す
る
吏
と
家
属
に
左
符
を
貸
与
し
て
、
張
掖

郡
の
肩
水
地
区
を
往
来
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
候
官
に
帰
る
と
返
還
し
、
つ
ぎ
に
利
用
す
る
別
の
吏
に
貸
与
す
る
。
金
関
で
は
、
こ
の
左

符
と
照
合
し
て
出
入
を
確
認
す
る
。
そ
こ
で
金
関
で
出
土
し
た
符
は
、
金
関
と
肩
水
候
官
に
残
さ
れ
た
符
と
推
測
さ
れ
る
。

　

②
吏
家
属
符
と
③
吏
家
属
符
の
特
徴
は
、
い
ず
れ
も
張
掖
郡
肩
水
地
区
と
の
往
来
に
限
ら
れ
て
お
り
、
出
入
符
よ
り
も
使
用
範
囲
が
狭

く
、
ま
た
用
途
も
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
①
吏
家
属
符
と
は
違
っ
て
、
往
来
す
る
吏
の
家
属
の
年
齢
や
特
徴
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
特
徴

は
、
関
所
を
出
入
り
す
る
と
き
に
記
録
さ
れ
た
項
目
と
共
通
し
て
い
る（

（3
（

。
こ
こ
か
ら
②
吏
家
属
符
と
③
吏
家
属
符
は
、
金
関
が
発
給
し
た



一
九

肩
水
金
関
と
漢
代
の
交
通

吏
の
家
属
と
の
個
別
の
割
符
で
あ
る
と
推
測
し
て
お
き
た
い
。

　

三　

肩
水
金
関
と
漢
代
の
交
通
シ
ス
テ
ム

　

こ
れ
ま
で
肩
水
金
関
か
ら
出
土
し
た
伝
の
記
録
と
符
を
中
心
に
、
通
行
証
の
用
途
を
検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
は
漢
代
交
通
と
関
所
制
度

の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。
李
均
明
「
漢
簡
所
反
映
的
関
津
制
度
」（
二
〇
〇
二
年
）
は
、
関
所
の
機
能
と
し

て
、
１
軍
事
防
御
、
２
控
制
人
員
往
来
（
往
来
の
制
御
）、
３
検
査
違
禁
物
（
禁
制
品
の
検
査
）、
４
緝
拿
罪
犯
（
犯
罪
者
の
逮
捕
）
等
の

方
面
を
あ
げ
て
い
る（

（3
（

。
こ
こ
で
は
図
１
を
も
と
に
、
漢
代
交
通
と
金
関
の
役
割
を
考
え
て
み
よ
う
。

　

肩
水
金
関
に
は
、
交
通
の
往
来
を
規
制
し
、
通
行
証
に
よ
っ
て
検
察
を
す
る
機
能
が
あ
る
。
伝
は
、
広
い
領
域
に
あ
る
複
数
の
津
関
を

往
来
す
る
と
き
の
証
明
で
、
長
距
離
に
わ
た
る
用
務
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
項
目
は
、
発
給
者
と
年
月
日
、
旅
行
者
の
身
分
、
用
務
で
あ

り
、
公
的
な
出
張
で
は
車
馬
や
宿
泊
、
食
事
な
ど
の
交
通
手
段
が
提
供
さ
れ
る
。
こ
の
伝
は
、
出
発
地
の
官
府
が
発
給
し
、
郡
県
を
こ
え

て
通
行
す
る
本
人
が
実
物
を
携
帯
し
て
往
来
す
る
。
伝
の
形
態
は
、
内
容
が
外
部
か
ら
見
え
る
単
体
の
簡
牘
で
、
そ
こ
に
付
け
ら
れ
た
封

泥
は
証
拠
印
で
あ
る
。
そ
こ
で
金
関
で
は
、
伝
の
実
物
を
回
収
す
る
こ
と
は
な
く
、
伝
の
文
面
を
写
し
て
記
録
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
金

関
と
肩
水
候
官
で
出
土
し
た
伝
は
、
伝
の
実
物
で
は
な
く
、
検
察
す
る
と
き
に
複
写
し
た
記
録
（
抄
本
）
で
あ
る
。
こ
の
記
録
が
肩
水
候

官
か
ら
出
土
す
る
理
由
は
、
金
関
は
肩
水
候
官
に
所
属
し
、
そ
の
距
離
が
近
く
、
あ
た
か
も
一
体
化
し
た
施
設
と
し
て
機
能
し
て
い
る
た

め
と
推
測
さ
れ
る（

（3
（

。
そ
こ
で
も
し
伝
の
実
物
が
出
土
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
発
給
し
た
官
府
遺
跡
か
、
あ
る
い
は
紛
失
し
て
届
け
ら
れ

た
伝
が
残
っ
て
い
る
遺
跡
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
発
給
地
で
は
、
懸
泉
漢
簡
「
失
亡
伝
信
冊
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
伝
の
写
し
（
副

本
）
を
保
管
し
て
い
る（

（3
（

。
た
だ
し
居
延
漢
簡
に
み
え
る
伝
が
、
そ
の
内
容
を
写
し
た
記
録
と
し
て
も
、
こ
れ
は
伝
の
書
式
や
使
用
方
法
が



二
〇

う
か
が
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
肩
水
金
関
の
役
割
で
は
、
そ
れ
は
交
通
規
制
と
検
察
だ
け
で
は
な
い
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
漢
代
の
伝
に
は
、
公
的
旅
行
の
伝

と
、
私
用
旅
行
の
伝
が
あ
る
。
こ
れ
は
両
者
と
も
に
「
如
律
令
」
と
あ
る
よ
う
に
、
官
府
が
発
信
し
た
公
文
書
の
書
式
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
公
的
旅
行
の
伝
を
持
つ
者
は
、
郡
・
県
の
長
官
の
要
請
に
よ
る
公
務
を
遂
行
す
る
旅
行
者
で
あ
る
。
懸
泉
置
で
は
、
漢
長
安
城
の
御
史

大
夫
が
発
給
し
た
高
級
官
吏
や
使
者
を
派
遣
す
る
伝
が
あ
る（

（3
（

。
ま
た
郡
が
発
給
す
る
伝
に
は
、
詔
書
に
よ
る
公
務
が
み
え
て
い
る
。
こ
う

し
た
旅
行
者
は
、
関
所
の
関
嗇
夫
よ
り
も
官
職
や
身
分
が
高
い
者
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
こ
の
場
合
は
、
張
家
山
漢
簡
「
津
関
令
」
で
規
定

す
る
よ
う
に
、
伝
の
不
正
使
用
や
、
他
人
へ
の
貸
与
、
偽
造
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
が
必
要
で
あ
る（

（3
（

。
し
か
し
関
所
の
主
な
任
務
は
、
公
用
の

旅
行
者
を
検
察
す
る
よ
り
も
、
交
通
維
持
と
公
務
の
遂
行
を
円
滑
に
す
る
要
素
が
強
い
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
れ
は
河
西
四
郡
の
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
を
往
来
す
る
懸
泉
置
で
、
公
用
伝
の
記
録
が
多
く
み
ら
れ
、
エ
チ
ナ
河
流
域
の
南
北
を
往
来
す
る
方
面
で
は
、
公
用
伝
の
出
土
が

少
な
い
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。

　

交
通
規
制
と
検
察
の
要
素
が
強
い
の
は
、
私
用
旅
行
の
場
合
で
あ
ろ
う
。
私
用
旅
行
で
は
、
旅
行
者
が
本
籍
を
も
つ
県
が
伝
を
発
給
し

て
お
り
、
多
く
は
長
距
離
の
商
い
が
目
的
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
伝
の
偽
造
を
ふ
く
め
て
交
通
の
検
察
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の

場
合
も
、
伝
に
は
「
毋
苛
留
、
如
律
令
」
と
あ
り
、
交
通
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
肩
水
金
関
の
よ
う
な
関
所

で
は
、
Ａ
伝
を
所
持
す
る
旅
行
者
に
対
し
て
往
来
の
安
全
を
確
保
し
、
交
通
を
維
持
す
る
要
素
と
、
Ｂ
私
用
の
旅
行
者
に
対
す
る
交
通
規

制
と
検
察
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
認
め
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
公
的
・
私
的
な
旅
行
者
の
通
過
で
は
、
も
う
一
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
禁
制
品
の
検
査
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
随
行
す
る
人
や
物
に
対
す
る
申
請
と
確
認
で
あ
る
。
公
的
旅
行
の
伝
に
は
、
往
来
す
る
車
馬
や
随
行
者
の
交
通
条
件
を
記
す
場
合

が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
条
件
を
こ
え
て
、
私
馬
や
随
行
人
、
物
品
を
所
持
す
る
と
き
に
は
、
張
家
山
漢
簡
「
津
関
令
」
で
規
定
す
る
よ
う
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に
、
そ
の
申
告
が
必
要
で
あ
る（

（4
（

。
ま
た
私
用
旅
行
の
伝
で
も
、
そ
の
随
行
人
、
物
品
の
所
持
に
は
、
や
は
り
申
告
が
必
要
と
な
る
。
本
稿

で
は
、
関
所
の
通
行
に
必
要
な
車
馬
や
牛
、
随
行
人
な
ど
の
証
明
を
「
致
」
と
称
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
こ
う
し
た
物
品
や

随
行
人
は
、
必
ず
し
も
禁
制
品
で
は
な
く
、
申
告
を
す
れ
ば
許
可
さ
れ
る
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
関
所
で
は
、
通
常
に
出
入
り
を
す
る
物

品
や
人
の
ほ
う
が
、
禁
制
品
よ
り
多
い
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
関
所
の
機
能
で
は
、
人
の
通
行
に
際
し
て
、
Ａ
通
過
の
物
品
や
随
行
人

の
確
認
を
す
る
こ
と
、
Ｂ
禁
制
品
の
検
査
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
肩
水
金
関
で
は
、
交
通
シ
ス
テ
ム
と
伝
の
使
用
に
関
し
て
、（
１
）
交
通
の
維
持
：
安
全
の
確
保
と
規
制
・
検
察
、（
２
）

人
と
物
品
の
検
査
：
随
行
す
る
人
や
物
品
の
確
認
と
、
禁
制
品
の
検
査
と
い
う
役
割
を
も
っ
て
い
る
。
た
だ
し
旅
行
者
が
往
来
に
携
行
す

る
伝
は
、
実
物
を
通
過
地
で
回
収
で
き
な
い
た
め
、
関
所
で
は
伝
の
内
容
を
記
録
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
金
関
で
は
、
通
過
の
際
に
伝
の
内
容
を
一
覧
し
た
資
料
や
、
関
出
入
簿
に
あ
た
る
記
録
を
作
成
し
て
い
る
。
金
関
漢
簡
で
は
、

こ
う
し
た
伝
の
発
給
者
と
年
月
、
用
件
を
一
覧
し
た
リ
ス
ト
（
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
）
や
、
往
来
し
た
人
物
・
車
馬
の
出
入
を
各
段
に
分
け

た
記
録
が
あ
る
。

　
　

居
延
尉
史
梁
襃　

陽
朔
元
年
九
月
己
巳
居
延
令
博
為
傳　

十
二
月
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
上
書
具
長
安 	

73 EJT6:27 A

　
　

居
延
…
…　
　
　

陽
朔
□
□
九
月
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…	

73 EJT6:27 B

　
　

□
吏
□
□
移
簿
大
守
府
九
月　

壬
子
入
關  　

十
一
月
庚
辰
出
關	

73 EJT10:64

　

肩
水
金
関
に
あ
る
伝
の
記
録
は
、
一
定
の
期
間
に
保
管
さ
れ
た
の
ち
、
木
簡
の
文
面
を
削
っ
て
再
利
用
し
、
あ
る
い
は
廃
棄
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
を
示
す
の
は
伝
の
内
容
を
記
し
た
削
衣
（
削
り
屑
）
と
、
保
管
す
る
と
き
に
付
け
る
楬
で
あ
る（

（4
（

。
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つ
ぎ
に
図
１
、
表
１
に
よ
っ
て
、
符
の
用
途
を
考
え
て
み
よ
う
。
金
関
で
出
土
し
た
符
は
、
１
出
入
符
と
、
２
吏
家
属
符
（
①
と
②
③

の
形
式
）
に
分
類
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
符
は
二
つ
を
合
わ
せ
る
割
符
の
形
態
が
基
本
で
あ
り
、
伝
と
は
異
な
る
形
態
や
機
能
を
も
っ
て

い
る
。
た
と
え
ば
出
入
符
と
、
①
吏
家
属
符
の
使
用
方
法
は
、
居
延
や
橐
佗
候
官
の
よ
う
に
発
給
す
る
官
府
が
、
先
に
金
関
に
通
し
番
号

を
付
け
た
半
分
の
符
を
配
布
し
て
い
る
。
そ
し
て
出
入
符
で
居
延
か
ら
肩
水
地
区
に
あ
る
範
囲
を
往
来
す
る
者
は
、
出
入
符
を
貸
与
さ
れ

て
金
関
の
出
入
り
を
照
合
さ
れ
る
。
こ
れ
は
通
常
的
に
往
来
す
る
一
定
の
範
囲
を
想
定
し
て
い
る
が
、
用
務
を
記
し
て
い
な
い
。
居
延
に

帰
っ
た
あ
と
は
符
を
回
収
し
て
、
ま
た
別
の
者
が
使
用
す
る
。
①
吏
家
属
符
は
、
対
象
と
な
る
者
が
吏
と
そ
の
家
属
に
限
定
さ
れ
、
往
来

す
る
範
囲
も
同
じ
肩
水
地
区
に
限
ら
れ
る
通
行
で
あ
る
が
、
そ
の
原
理
は
出
入
符
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
も
番
号
だ
け
で
、
使
用
す
る
人

名
を
特
定
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
利
用
す
る
者
と
範
囲
を
想
定
し
た
、
通
常
的
な
往
来
の
通
行
証
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
出
入
符
と
、
①

吏
家
属
符
の
使
用
方
法
は
、
伝
の
よ
う
に
郡
県
を
越
え
た
複
数
の
津
関
を
通
過
す
る
と
き
に
、
人
名
と
往
来
の
用
務
を
記
し
、
単
独
で
使

用
し
て
確
認
す
る
方
法
と
は
、
ま
っ
た
く
違
う
原
理
に
よ
っ
て
い
る
。

　

②
③
の
吏
家
属
符
は
、
出
入
符
の
原
理
と
は
少
し
使
用
方
法
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
符
に
は
刻
歯
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
割

符
の
用
途
を
も
つ
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
に
は
年
月
日
と
、
具
体
的
な
人
名
と
年
齢
な
ど
の
特
徴
を
記
し
て
お
り
、
符
の
半

分
を
金
関
に
渡
し
て
い
る
形
跡
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
②
③
の
吏
家
属
符
は
、
発
給
し
た
候
官
が
往
来
を
確
認
す
る
符
で
は
な
く
、
お
そ

ら
く
肩
水
金
関
が
往
来
す
る
者
に
発
給
し
て
、
そ
の
出
入
を
照
合
す
る
用
途
を
も
つ
と
推
測
さ
れ
る
。
と
も
か
く
肩
水
金
関
で
出
土
し
た

符
は
、
出
入
り
の
確
認
に
使
用
す
る
符
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
符
は
、
往
来
す
る
者
と
金
関
で
左
右
の
実
物
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
金
関
が
発
給
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
実
物
は
金
関
に

あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
金
関
で
は
、
符
の
内
容
を
写
す
必
要
は
な
く
、
必
要
な
の
は
往
来
し
た
人
び
と
の
出
入
記
録
（
番
号
、

日
時
）
と
随
行
品
な
ど
の
情
報
で
あ
ろ
う
。
佐
原
康
夫
氏
や
李
天
虹
氏
は
、
居
延
漢
簡
の
出
入
籍
を
整
理
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
印
と
番
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図１　エチナ河流域の交通と肩水金関

表１　符の種類と形態

符の種類 形態、書式、内容 出土地

出 入 符
（六寸）

側面に百の刻歯、千の番号、人名無し
年月日、居延が金関に配布、通し番号

肩水候官
肩水金関

吏家属符
（六寸）

①側面に十の刻歯、配布、百の番号、通し番号 肩水金関

②上部に候官名、側面に刻歯、吏と家属の名と特徴 肩水金関

③年月日、側面に刻歯、吏と家属の名と特徴 肩水金関

郵書記録 文書逓伝の受け渡し記録、一部側面に刻歯〔日、時間〕 懸泉置、金関

警 候 符 ■平望青堆隧驚候符左券齒百（六寸刻歯） 敦煌酥油土

日 迹 符 第廿三候長迹符左：第廿三候長迹符右 甲渠候官

派遣の符 月日、遣隧長……符左留官（左刻歯） 甲渠候官



二
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号
を
も
つ
者
の
出
入
り
を
記
録
し
て
い
る（

（4
（

。
た
だ
し
伝
と
符
の
区
分
は
十
分
に
は
説
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
関
出
入
簿
に
つ
い
て
は
、
な
お

検
討
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
出
・
入
の
付
記
が
あ
る
木
簡
を
基
本
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
対
応
を
想
定
し
て
い
る
。

　

１
に
、
金
関
で
は
郡
と
県
の
官
府
が
発
給
し
た
公
用
の
伝
を
複
写
し
て
記
録
と
し
て
い
る
。
こ
の
公
的
な
旅
行
、
出
張
に
よ
る
伝
を
持

つ
者
は
、
張
掖
郡
の
範
囲
を
こ
え
て
往
来
し
、
軺
車
、
乗
伝
な
ど
を
利
用
し
た
。
そ
こ
で
官
吏
の
名
を
記
し
、
軺
車
や
馬
の
特
徴
を
記
し

た
出
入
記
録
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
形
式
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

軺
車
三
乘
馬
八
匹
即
日
平
旦
入
關
張
掖
大
守
卒
史

	
73EJT

1:34

　
　

南
陽
陰

嗇
夫
曲
陽
里
大
夫
馮
均
年
廿
四
大
奴
田
兵
二
軺
車
一
乘
騂

牝
馬
一
匹	

73EJT
23:53

　
　

日
勒
丞
王
勝　
　

馬
二
匹
軺
車
二
乘　
　

小
史
修
□
里
王
奉
光
ノ	

73EJT
1:42

　
　

居
延
守
左
部
游
徼
田
房
年
卅
五
歳　

軺
車
乘
馬
二
匹
駁
□
齒
五
歳
高
五
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
寸	

73EJT
3:115

　
　

居
延
令
史
王
元　

居
延
丞
印　

革
車
一
乘
用
馬
一
匹

牝
齒
十
二
歳
高
六
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
癸
丑
南
嗇
夫
□
入	

73EJT
23:905

　
　

守
屬
胡
長　
　

軺
車
一
乘

　
　
　
　
　
　
　
　

用
馬
一
匹
驃
牡
齒
五
歳	

73EJT
3:31

　

た
だ
し
公
用
の
伝
を
持
つ
者
に
関
連
し
て
、
そ
こ
に
従
者
や
奴
を
随
行
す
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
用
務
と
し
て
、
複
数
の
人
数
が
通
過

す
る
と
き
に
は
、
戍
卒
や
流
民
な
ど
を
引
率
す
る
例
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
出
入
記
録
は
、
つ
ぎ
の
形
式
が
推
測
さ
れ
る
。

　
　

使
者
一
人　

假
司
馬
一
人　

騎
士
廿
九
人　

◦
凡
卌
四
人　

傳
車
二
乘　

軺
車
五
乘　
　

元
康
二
年
七
月
辛
未
嗇
夫
成
佐
通
內

　
　

吏
八
人　
　

御
一
人　

民
四
人　
　
　
　
　

官
馬
卌
五
匹　

馬
七
匹　
　

候
臨	

73EJT
3:98
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萬
歳
里
公
乘
藉
中
年
卌
八　
　

為
姑
臧
尉
徐
嚴
葆
與
嚴
倶
之
官　

正
月
庚
午
入	

73EJT
6:52

　
　

居
延
鬼
新
徒
大
男
王
武　
　
　
　
　

閏
月
壬
戌
出	

A
32:37.1

　
　

鬼
新
蕭
登　

故
為
甲
渠
守
尉
坐
以
縣
官
事
歐
笞
戍
卒
尚
勃
讞
爵
減

　
　
　
　
　
　
　

元
延
二
十
一
月
丁
亥
論　
　
　
　
　

故

得
安
漢
里
正
月
辛
酉
入	

73EJT
3:53

　

２
に
、
私
用
旅
行
の
伝
を
持
っ
て
往
来
す
る
者
は
、
張
掖
郡
の
範
囲
を
こ
え
る
長
距
離
の
往
来
を
し
て
お
り
、
関
所
の
通
過
に
際
し
て

携
行
す
る
物
品
な
ど
の
申
告
が
必
要
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
の
形
式
は
、
私
用
旅
行
の
伝
（73EJT

23:897A

）
に
み
え
る
「
馬
車
一
兩
用

馬
一
匹
齒
十
二
歳
牛
車
一
兩
用
牛
二
頭
」
と
い
う
付
記
の
よ
う
に
、
県
と
人
名
、
携
行
品
を
記
し
た
出
入
記
録
が
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し

公
的
な
旅
行
の
伝
と
、
私
用
旅
行
の
伝
は
、
区
別
が
不
明
な
場
合
も
あ
る
。

　
　

京
兆
尹
長
安
棘
里
任
□
方  

弩
一
矢
廿
四
劍
一
卩
牛
車
一
兩
挾
持
庫
丞
印
封
隔	

A
33:280.4

　

３
に
、
出
入
符
を
使
っ
て
往
来
す
る
者
は
、
符
の
実
物
を
照
合
し
て
お
り
、
符
の
番
号
を
記
す
記
録
が
想
定
さ
れ
る
。

　
　

里
賈
陵
年
卅
長
七
尺
三
寸
黑
色
牛
車
一
兩　

符
第
六
百
八
│

	
A

33:11.4

　
　

書
佐
忠
時
年
廿
六
長
七
尺
三
寸
黑
色　

牛
一
車
乘　

第
三
百
九
十
八　

出	
A

33:280.3

　

番
号
が
な
い
吏
家
属
符
や
、
臨
時
に
発
行
し
た
符
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
家
族
な
ど
を
記
し
た
出
入
記
録
が
予
想
さ
れ
る
。

　
　

延
壽
里
大
女
許
弟
卿
年
卅
一　

黒
色　

十
月
丁
酉
出	

73EJT
5:52

　
　

居
延
城
倉
佐
王
禹
鞮
汗
里　

年
廿
七　

◦
問
禹
曰
之

得
視
女
病
十
月
乙
酉
入	

A
32:62.55

　

４
伝
と
符
よ
り
以
外
の
通
行
証
を
使
っ
て
往
来
す
る
者
は
、
別
の
付
記
を
し
た
記
録
が
推
測
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
「
詣
府
」「
詣
廷
」

の
用
務
は
、
都
尉
府
や
県
廷
に
召
喚
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
短
い
檄
と
の
対
応
が
想
定
さ
れ
る
。

　
　

肩
水
左
後
候
長
樊
褒
詣
府
對
功
曹　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
戊
午
平
旦
入	

A
32:15.25



二
六

　
　

夷
胡
隧
長
夏
侯
慶
召
詣
廷　
　

五
月
乙
亥
日
餔
坐
入	

73EJT
23:776 

　
　

夷
胡
隧
長
司
馬
章
兼
直
隧
留
□
□
□
□
□
將
詣
廷　
　

五
月
庚
戌
日
出
入	

73EJT
23:777

　
　

當
井
隧
長
隆
召
詣
廷　
　

二
月
庚
申
餔
坐
入	

73EJT
23:236

　

こ
の
よ
う
に
肩
水
金
関
の
関
出
入
簿
は
、
公
的
・
私
的
な
旅
行
の
伝
や
、
出
入
符
、
吏
家
属
符
、
都
尉
府
や
県
に
召
喚
す
る
檄
な
ど
に

対
応
す
る
形
式
が
想
定
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
出
入
記
録
に
は
、
身
体
的
な
特
徴
を
記
し
た
記
録
や
、
戍
卒
な
ど
の
名
籍
が
み
ら
れ
る
が
、

こ
う
し
た
形
式
を
分
析
す
れ
ば
、
さ
ら
に
関
所
の
職
務
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

ま
た
伝
と
致
の
記
録
や
、
出
入
関
名
籍
で
は
、
そ
れ
を
整
理
す
る
た
め
に
付
け
た
楬
（
付
札
）
が
あ
る（

（4
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
伝
と
致
を
複

写
し
た
記
録
と
、
出
入
記
録
と
の
関
係
が
わ
か
り
、
金
関
で
情
報
処
理
を
す
る
過
程
が
理
解
で
き
る
。

　
　

地
節
三
年
」

閏
月
吏
民
」
出
入
關
致
籍	

73 EJT1:4

　
　

五
鳳
三
年
二
月
吏
民
」
出
入
關
傳
籍	

73 EJT6:17

　
　

甘
露
二
年
十
月

」
關
傳
致
籍

	
73 EJT9:11

　
　

■
鴻
嘉
三
年
正
月
」
出
入
關
名
籍	

73 EJT6:115 A
B

　
　

元
延
三
年
正
月
吏
」
民
出
入
關
致	

73 EJT3:48 A
B

　
　

元
延
三
年
四
月
吏
民
出
入
關
致	

73 EJT3:47 A
B

　
　

吏
民
出
入
金
關
傳
」
致
籍	

73 EJT10:240

　

そ
れ
で
は
肩
水
金
関
の
役
割
と
、
交
通
シ
ス
テ
ム
と
の
関
係
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
秦
漢
時
代
の
簡
牘
を
と
も

な
う
交
通
遺
跡
は
、
疏
勒
河
流
域
の
懸
泉
置
と
、
エ
チ
ナ
河
流
域
の
肩
水
金
関
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
敦
煌
郡
と
張
掖

郡
の
漢
簡
に
よ
る
分
析
で
は
、
伝
を
所
持
し
て
往
来
す
る
人
び
と
は
、
辺
郡
を
往
来
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
京
師
や
内
郡
と
の
間
を
往
来



二
七

肩
水
金
関
と
漢
代
の
交
通

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
符
を
利
用
す
る
者
は
、
郡
内
を
移
動
す
る
官
吏
や
、
吏
と
そ
の
家
属
で
あ
る
が
、
そ
の
割
符
と
し
て
の
使
用

は
、
漢
代
社
会
に
共
通
す
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
漢
代
交
通
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
が
み
え
て
く
る
。

　

一
は
、
懸
泉
置
と
肩
水
金
関
と
い
う
施
設
に
よ
る
役
割
の
違
い
で
あ
る
。
懸
泉
漢
簡
に
よ
れ
ば
、
公
用
出
張
の
旅
行
者
は
、
中
央
や
郡

県
が
発
給
し
た
伝
を
携
帯
し
、
通
過
地
で
宿
泊
、
車
馬
、
食
事
が
提
供
さ
れ
る（

（4
（

。
そ
の
と
き
宿
泊
施
設
で
は
、
伝
の
内
容
を
控
え
と
し
て

複
写
し
、
日
時
や
往
来
の
方
向
、
食
事
の
提
供
を
付
記
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
漢
代
で
は
、
交
通
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
役

割
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
懸
泉
置
は
、
ま
た
郵
駅
の
拠
点
と
し
て
文
書
逓
伝
を
行
う
基
点
で
も
あ
っ
た（

（4
（

。
こ
の
と
き
同
じ
敦
煌
郡
で
文

書
の
逓
伝
に
従
事
す
る
者
は
、
と
く
に
伝
を
必
要
と
せ
ず
、
そ
の
受
け
渡
し
に
割
符
と
し
て
の
郵
書
記
録
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は

東
西
の
往
来
に
広
く
使
用
す
る
伝
の
用
途
と
、
日
常
の
限
ら
れ
た
範
囲
で
使
用
さ
れ
る
割
符
の
用
途
を
区
別
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
肩
水
金
関
の
よ
う
な
通
過
地
で
は
、
基
本
的
に
宿
泊
や
食
事
を
提
供
し
な
い
。
そ
の
た
め
金
関
で
は
、
伝
と
符
に
記

し
た
記
載
に
応
じ
た
対
応
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
関
所
の
役
割
は
、（
１
）
交
通
の
維
持
と
規
制
・
検
察
、（
２
）
随
行
す
る
人

や
物
品
の
確
認
と
、
禁
制
品
の
検
査
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
通
行
で
は
、
単
独
の
伝
を
所
持
し
て
用
務
を
行
う
者
と
、
金
関
の
周
辺

に
あ
る
地
区
に
限
ら
れ
た
符
を
所
持
す
る
者
が
、
と
も
に
関
所
を
出
入
り
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
漢
代
辺
境
の
関
所
で
は
、
こ
れ
ま
で

戦
時
に
軍
事
防
衛
の
機
能
を
果
た
し
、
平
時
で
は
人
員
の
往
来
を
規
制
す
る
検
察
と
、
禁
止
品
の
検
査
な
ど
が
重
要
な
任
務
と
い
わ
れ
て

き
た
が
、
公
用
・
私
用
の
旅
行
と
も
に
交
通
を
維
持
し
、
随
行
す
る
人
や
物
品
を
確
認
（
チ
ェ
ッ
ク
）
す
る
と
い
う
役
割
も
重
要
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

二
は
、
伝
と
符
の
役
割
の
違
い
で
あ
る
。
ま
ず
伝
は
、
懸
泉
置
の
よ
う
な
宿
泊
施
設
で
も
、
肩
水
金
関
の
よ
う
な
関
所
で
も
必
要
な
通

行
証
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
伝
が
、
往
来
の
通
行
を
証
明
す
る
単
独
の
文
書
で
あ
る
こ
と
は
問
題
な
い
。
し
か
し
懸
泉
置
と
肩
水
金
関
の
伝

で
は
、
そ
の
所
持
に
よ
っ
て
発
給
者
と
用
務
を
証
明
し
て
お
り
、
こ
れ
は
宿
泊
や
交
通
手
段
・
食
事
の
提
供
が
受
け
ら
れ
る
要
素
と
、
関



二
八

所
の
通
行
が
許
可
さ
れ
る
と
い
う
二
つ
の
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
伝
に
付
け
ら
れ
た
封
印
は
、
発
給
者
の
証
拠
印
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
し
た
が
っ
て
伝
の
性
格
は
、
旅
行
者
の
身
分
証
明
が
本
質
で
は
な
く
、
往
来
す
る
目
的
・
用
務
を
記
し
、
通
行
に
支
障
が
な
い

よ
う
に
す
る
通
行
証
の
要
素
が
基
本
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
の
伝
に
よ
る
用
務
の
遂
行
は
、
文
書
に
よ
る
情
報
伝
達
と
は
違
っ
た
手

段
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
符
は
二
つ
の
場
所
で
照
合
す
る
割
符
の
要
素
が
本
質
で
あ
る
。
こ
の
二
ヶ
所
で
の
照
合
と
い
う
符
の
機
能
が
、
関
所

の
通
行
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
と
き
、
出
入
符
や
吏
家
属
符
の
用
途
と
な
っ
て
い
る
。
肩
水
金
関
か
ら
出
土
し
た
符
は
、
こ
う
し
た
照

合
・
確
認
に
用
い
る
た
め
の
符
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
出
入
符
の
場
合
は
、
居
延
か
ら
先
に
金
関
に
配
布
さ
れ
た
右
符
に
対
応
す
る
も

の
で
あ
り
、
一
部
に
左
符
に
あ
た
る
符
が
残
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
ま
た
①
の
吏
家
属
符
は
、
出
入
符
と
同
じ
機
能
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
対

象
は
吏
と
そ
の
家
属
に
限
ら
れ
、
往
来
の
範
囲
は
肩
水
地
区
に
あ
る
。
②
③
の
吏
家
属
符
は
、
金
関
が
発
給
し
、
そ
の
都
度
に
往
来
す
る

吏
と
そ
の
家
属
の
た
め
に
照
合
す
る
符
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
こ
の
場
合
も
、
左
右
に
あ
た
る
符
が
両
方
と
も
出
土
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
符
の
機
能
は
、
一
定
地
区
の
範
囲
で
割
符
と
し
て
照
合
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

三
は
、
伝
の
記
録
や
符
の
実
物
と
、
出
入
記
録
の
形
式
に
は
対
応
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
伝
を
使
用
す
る
旅
行
者
に

は
、
交
通
手
段
や
従
者
、
徒
な
ど
の
記
載
を
記
録
す
る
。
出
入
符
の
往
来
に
は
符
の
通
し
番
号
を
記
し
、
そ
の
他
の
符
で
は
、
家
族
の
特

徴
を
記
し
た
出
入
記
録
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
記
録
は
、
さ
ら
に
詳
し
い
検
討
が
必
要
で
あ
る
。　
　
　

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
居
延
漢
簡
と
金
関
漢
簡
を
中
心
と
し
て
、
伝
の
記
録
と
符
の
機
能
を
分
析
し
、
肩
水
金
関
と
漢
代
の
交
通

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
こ
に
み
え
る
交
通
シ
ス
テ
ム
は
、
伝
を
持
つ
旅
行
者
が
遠
く
中
央
の
関
中
や
内
郡
と
往
来
し
て
い
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
伝
と
符
の
用
法
や
関
所
の
役
割
は
、
漢
王
朝
に
共
通
す
る
原
理
に
な
る
と
考
え
る
。



二
九

肩
水
金
関
と
漢
代
の
交
通

　

お　

わ　

り　

に

　

漢
代
エ
チ
ナ
河
流
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
辺
境
防
衛
の
側
面
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
肩
水
金
関
を
め
ぐ
る
交
通
で
は
、
伝
や
符
の
分
類
や

書
式
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
用
途
に
つ
い
て
は
、
な
お
不
明
な
点
が
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
と
く
に
漢
代
交

通
に
み
え
る
伝
と
符
の
用
途
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
要
点
は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　

一
、
秦
漢
時
代
で
は
、
交
通
の
往
来
と
関
所
の
通
行
に
伝
や
符
の
証
明
が
必
要
で
あ
っ
た
。
肩
水
金
関
と
肩
水
候
官
で
は
、
交
通
の
要

衝
と
し
て
、
郡
県
が
発
給
し
た
公
的
旅
行
の
伝
と
、
県
が
郷
の
申
請
を
う
け
て
発
給
す
る
私
的
旅
行
の
伝
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

伝
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
通
行
者
が
携
帯
す
る
伝
の
実
物
で
は
な
く
、
そ
れ
を
通
過
地
で
写
し
た
記
録
で
あ
る
。

　

二
、
公
用
・
私
用
の
旅
行
と
も
に
、
伝
の
記
録
で
封
泥
の
印
文
を
記
す
も
の
は
、
す
べ
て
発
給
者
の
県
名
と
同
一
で
あ
る
。
そ
こ
で
関

所
で
は
、
密
封
し
た
伝
の
封
印
を
開
封
し
て
内
容
を
記
録
し
た
あ
と
、
再
び
封
印
す
る
こ
と
は
想
定
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
通

過
地
で
再
び
封
印
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
伝
の
印
文
は
、
そ
の
直
前
の
通
過
地
の
印
文
と
な
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
伝
の
実
物

が
、
た
と
え
ば
觚
の
形
状
の
よ
う
に
、
封
泥
を
証
拠
印
と
し
て
、
文
書
の
内
容
が
見
え
る
形
態
と
す
れ
ば
、
関
所
で
は
不
正
や
偽
造
を
確

認
し
て
、
伝
の
記
録
を
と
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

　

三
、
公
的
旅
行
と
私
的
旅
行
で
は
、
伝
に
記
し
た
条
件
を
こ
え
て
、
馬
車
や
私
馬
、
牛
車
、
随
行
者
な
ど
を
伴
っ
て
関
所
を
通
過
す
る

場
合
に
は
、
別
の
文
書
を
添
付
し
た
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
の
文
書
は
「
如
牒
」
の
よ
う
に
添
付
の
文
書
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ

ま
り
関
所
の
通
行
で
は
、
本
人
が
通
行
に
用
い
る
伝
と
は
別
に
、
随
行
品
の
証
明
と
し
て
発
行
さ
れ
た
文
書
を
記
録
し
て
お
り
、
そ
れ
が

「
致
」
と
呼
ば
れ
る
場
合
が
あ
る
と
考
え
た
。
肩
水
金
関
で
は
、
伝
の
記
録
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
添
付
文
書
の
控
え
や
、
出
入
の
記
録

を
作
成
し
て
い
る
。
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四
、
長
さ
が
小
さ
い
六
寸
の
符
は
、
側
面
に
刻
歯
が
あ
り
、
伝
と
は
異
な
る
通
行
の
機
能
を
も
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
刻
歯
を

も
つ
符
は
、
基
本
的
に
は
二
ヶ
所
で
使
用
す
る
割
符
で
あ
る
が
、
肩
水
金
関
の
通
行
で
は
、
１
出
入
符
、
２
吏
家
属
符
が
あ
る
。
出
入
符

は
、
居
延
県
が
発
給
し
て
金
関
に
配
布
し
て
お
り
、
居
延
地
区
か
ら
肩
水
金
関
を
通
過
し
て
、
肩
水
地
区
に
行
く
た
め
の
証
明
で
あ
る
。

こ
の
と
き
金
関
で
は
、
先
に
配
布
さ
れ
た
通
し
番
号
を
も
つ
符
と
照
合
し
て
往
来
を
確
認
し
た
と
お
も
わ
れ
、
通
行
者
が
居
延
に
帰
っ
た

あ
と
回
収
す
れ
ば
何
回
で
も
利
用
で
き
る
。
こ
れ
は
通
常
の
業
務
に
関
す
る
割
符
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
肩
水
金
関
か
ら
居
延
地
区
に
行
く

た
め
の
割
符
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

吏
家
属
符
は
、
同
じ
肩
水
地
区
で
使
用
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
①
の
タ
イ
プ
は
、
橐
他
候
官
が
肩
水
金
関
に
配

布
し
て
、
通
行
す
る
吏
と
妻
子
な
ど
の
出
入
に
使
用
す
る
形
態
で
、
こ
こ
に
は
側
面
の
刻
歯
と
通
し
番
号
が
あ
る
。
こ
れ
も
く
り
返
し
て

利
用
が
可
能
で
あ
り
、
出
入
符
の
用
途
に
近
い
。
た
だ
し
往
来
は
肩
水
地
区
の
範
囲
に
あ
り
、
出
入
符
よ
り
も
対
象
者
と
地
域
、
用
途
が

限
ら
れ
て
い
る
。
②
と
③
の
タ
イ
プ
は
、
と
も
に
候
官
に
所
属
す
る
吏
と
妻
子
な
ど
の
名
前
・
特
徴
を
記
し
、
側
面
に
刻
歯
を
も
つ
符
で

あ
る
。
こ
れ
は
特
定
の
使
用
に
限
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
符
は
金
関
の
地
で
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
肩
水
金
関
が
発
給
し
て
、
再

び
照
合
し
て
回
収
す
る
機
能
を
も
つ
と
推
測
し
た
。

　

五
、
こ
れ
ら
を
総
合
す
れ
ば
、
伝
は
、
発
給
地
の
郡
県
を
こ
え
て
複
数
の
通
過
地
を
往
来
す
る
た
め
の
旅
行
証
明
で
あ
り
、
長
距
離

に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
致
が
、
伝
を
補
足
す
る
随
行
品
の
証
明
文
書
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
複
数
の
通
過
地
で
有
効
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
肩
水
金
関
で
は
、
こ
れ
ら
の
伝
や
致
の
確
認
を
し
て
写
し
を
取
る
ほ
か
に
、
別
に
出
入
の
記
録
を
作
成
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
符

は
、
基
本
的
に
郡
内
の
一
定
地
区
で
有
効
な
割
符
で
あ
る
が
、
二
ヶ
所
の
使
用
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
Ａ
は
、
出
入

符
と
①
吏
家
属
符
の
よ
う
に
、
発
給
先
が
往
来
す
る
者
に
貸
与
す
る
実
物
と
、
肩
水
金
関
で
照
合
す
る
た
め
に
配
布
さ
れ
た
符
で
あ
る
。

Ｂ
は
、
②
③
の
吏
家
属
符
の
よ
う
に
、
往
来
す
る
吏
と
家
族
の
た
め
に
符
を
発
給
し
て
、
出
入
を
確
認
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
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は
、
肩
水
金
関
で
符
を
発
給
し
照
合
す
る
と
と
も
に
、
吏
民
の
出
入
記
録
を
作
成
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
金
関
漢
簡
の
伝
と
符
を
分
析
す
る
と
、
公
的
旅
行
に
使
用
す
る
伝
の
用
途
は
、
不
正
や
偽
造
の
確
認
は
す
る
が
、
交

通
規
制
と
検
察
の
要
素
よ
り
も
、
出
張
や
公
務
を
果
た
す
こ
と
を
維
持
す
る
機
能
が
強
い
と
想
定
さ
れ
る
。
交
通
規
制
や
検
察
の
要
素
が

強
い
の
は
、
私
的
な
旅
行
に
対
す
る
場
合
と
、
公
的
・
私
的
旅
行
の
伝
に
み
ら
れ
る
条
件
を
こ
え
て
、
馬
車
や
私
馬
、
牛
車
、
随
行
者
な

ど
を
伴
う
場
合
で
あ
る
。
ま
た
符
の
形
態
と
用
途
に
は
、
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
実
物
を
照
合
・
確
認
す
る
と
と
も

に
、
出
入
の
記
録
を
作
成
し
て
お
り
、
検
察
の
要
素
が
強
く
表
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
張
家
山
漢
簡
「
津
関
令
」
に
み
え
る
規
定
に
対
応
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
肩
水
金
関
に
み
え
る
伝
と
符
の
用
途
は
、
エ
チ
ナ
河
流
域
の
特
殊
な
交
通
に
限
ら
れ
た
方
法
で
は
な
く
、
漢
代
社
会
に
広

く
共
通
す
る
規
格
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
私
用
旅
行
の
伝
に
み
え
る
手
続
き
と
地
域
社
会
の
関
係
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
二
つ
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
一
に
、
県
に
所
属
す
る
郷
は
独
立
し
て
外
部
に
文
書
を
発
給
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
外
部
へ
の
行
政

文
書
の
発
信
は
県
が
独
立
し
た
基
礎
単
位
と
な
っ
て
い
る
。
二
に
、
郷
は
伝
の
申
請
に
際
し
て
戸
籍
を
掌
握
し
て
い
る
が
、
県
が
最
終
的

に
戸
籍
を
統
括
す
る
単
位
で
あ
る
。
こ
う
し
て
居
延
漢
簡
や
懸
泉
漢
簡
に
み
え
る
交
通
の
実
態
を
、
漢
代
辺
郡
に
限
定
せ
ず
、
漢
王
朝
に

共
通
す
る
交
通
シ
ス
テ
ム
の
原
理
と
み
な
す
と
き
、
伝
と
符
の
用
途
は
社
会
の
な
か
で
相
対
的
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
同
じ
よ
う

に
、
漢
簡
に
み
え
る
文
書
伝
達
や
情
報
処
理
な
ど
の
用
法
に
注
目
す
れ
ば
、
そ
れ
は
漢
王
朝
に
共
通
す
る
方
法
と
し
て
、
地
方
行
政
と
地

域
社
会
を
理
解
す
る
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
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注

（
１
）　

居
延
漢
簡
の
主
要
テ
キ
ス
ト
に
は
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
居
延
漢
簡
甲
乙
編
』
上
下
（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）、
謝
桂
華
・
李
均
明
・

朱
国
炤
『
居
延
漢
簡
釈
文
合
校
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
、
甘
粛
省
博
物
館
、
中
国
文
物
研
究
所
、
中
国
社
会
科
学
院

歴
史
研
究
所
編
『
居
延
新
簡
』
甲
渠
候
官
（
中
華
書
局
、
一
九
九
四
年
）
が
あ
り
、
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
・
甘
粛
簡
牘
保
護
研
究
中
心
編
『
甘
粛
簡
牘

百
年
論
著
目
録
』（
甘
粛
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
は
研
究
文
献
を
一
覧
す
る
。

（
２
）　

遺
跡
報
告
や
現
地
調
査
に
、
甘
粛
居
延
考
古
隊
「
居
延
漢
代
遺
址
的
発
掘
和
新
出
土
的
簡
冊
文
物
」（『
文
物
』
一
九
七
八
年
一
期
）、
甘
粛
文
物
工
作
隊

「
額
済
納
河
下
游
漢
代
烽
燧
遺
址
調
査
報
告
」（
甘
粛
文
物
工
作
隊
・
甘
粛
省
博
物
館
『
漢
簡
研
究
文
集
』
甘
粛
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）、
大
庭
脩
・

鵜
飼
昌
男
・
吉
村
昌
之
・
門
田
明
「
居
延
地
区
の
現
状
と
新
出
漢
簡
情
報
」（
関
西
大
学
『
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
二
九
、
一
九
九
六
年
）、
羅
仕
傑
『
漢

代
居
延
遺
址
調
査
與
衛
星
遥
測
研
究
』（
台
湾
古
籍
出
版
有
限
公
司
、
二
〇
〇
三
年
）、
宮
宅
潔
「
エ
チ
ナ
河
流
域
の
諸
遺
跡
（
エ
チ
ナ
河
下
流
域
）」、
角
谷

常
子
「
エ
チ
ナ
河
流
域
の
諸
遺
跡
（
毛
目
地
域
）」（
以
上
、『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
研
究　

古
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
軍
事
：
行
政
シ
ス
テ
ム
－
河
西
回
廊
を
中
心

と
し
て
』
二
二
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
）、
水
間
大
輔
・
柿
沼
陽
平
・
川
村
潮
・
楯
身
智
志
「
居
延
漢
代
烽
燧
・
城
邑
遺
址
等

踏
査
記
」（
早
稲
田
大
学
『
長
江
流
域
文
化
研
究
所
年
報
』
五
、
二
〇
〇
七
年
）、
邢
義
田
「
全
球
定
位
系
統
（G

PS

）、
３
Ｄ
衛
星
影
像
導
覧
系
統
（G

oogle 
Earth

）
与
古
代
辺
塞
遺
址
研
究
─
以
額
済
納
河
烽
隧
及
古
城
遺
址
為
例
」（『
地
不
愛
宝
：
漢
代
的
簡
牘
』
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
）、
森
谷
一
樹
「
前
漢

～
北
朝
時
代
の
黒
河
流
域
─
農
業
開
発
と
人
々
の
移
動
」（
中
尾
正
義
編
『
オ
ア
シ
ス
地
域
の
歴
史
と
環
境
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）　

大
庭
脩
「
漢
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」（
一
九
五
四
、『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九
八
二
年
）、
同
「
漢
代
の
符
と
致
」（『
漢
簡
研
究
』
同

朋
舎
出
版
、
一
九
九
二
年
）、
李
均
明
「
漢
簡
所
見
出
入
符
・
伝
与
出
入
名
籍
」（
一
九
八
三
、『
初
学
録
』
蘭
台
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）、
同
『
秦
漢
簡
牘

文
書
分
類
輯
解
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
。

（
４
）　

甘
肅
省
文
物
考
古
研
究
所
・
甘
肅
省
博
物
館
等
『
肩
水
金
関
漢
簡
（
壹
）』（
中
西
書
局
、
二
〇
一
一
年
）、
同
編
『
肩
水
金
関
漢
簡
（
貳
）』（
中
西
書
局
、

二
〇
一
二
年
）。

（
５
）　
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
ま
も
り
─
そ
の
埋
も
れ
た
記
録
』（
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
、
一
九
九
四
年
）、
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
「
甘
粛
敦
煌
漢
代
懸

泉
置
遺
址
発
掘
簡
報
」（『
文
物
』
二
〇
〇
〇
年
五
期
）、
張
徳
芳
「
懸
泉
漢
簡
中
的
〝
伝
信
簡
〟
考
述
」（『
出
土
文
献
研
究
』
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
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二
〇
〇
五
年
）、
郝
樹
聲
・
張
徳
芳
『
懸
泉
漢
簡
研
究
』（
甘
肅
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
張
俊
民
「
敦
煌
懸
泉
漢
簡
所
見
人
名
綜
述
（
三
）」（『
簡
帛

研
究
二
〇
〇
五
』
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
侯
旭
東
「
西
北
漢
簡
所
見
〝
伝
信
〟
与
〝
伝
〟
─
兼
論
漢
代
君
臣
日
常
政
務
的
分
工
与
詔
書
・

律
令
的
作
用
」（『
文
史
』
二
〇
〇
八
年
三
期
）。

（
６
）　

大
庭
脩
「
漢
代
の
符
と
致
」
一
七
二
頁
。

（
７
）　

拙
稿
「
漢
代
の
交
通
と
伝
信
の
機
能
－
敦
煌
懸
泉
漢
簡
を
中
心
と
し
て
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
』
人
文
学
科
編
二
六
、
二
〇
〇
九
年
）、
同
「
漢

代
交
通
與
伝
信
的
功
能
－
以
敦
煌
懸
泉
漢
簡
為
中
心
」（『
白
沙
歴
史
地
理
学
報
』
第
一
二
期
、
二
〇
一
一
年
）、
同
「
漢
簡
に
み
え
る
交
通
と
地
方
官
府
の

伝
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
』
人
文
学
科
編
二
九
、
二
〇
一
〇
年
）、
同
「
漢
代
エ
チ
ナ
河
流
域
の
交
通
と
肩
水
金
関
」（『
資
料
学
の
方
法
を
探
る
』

一
一
、
二
〇
一
二
年
）、
同
「
金
関
漢
簡
的
伝
与
漢
代
交
通
」（『
簡
帛
』
第
七
輯
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
、
二
〇
一
二
年
）。

（
８
）　

大
庭
脩
「
漢
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」
六
〇
七
頁
。

（
９
）　

冨
谷
至
『
文
書
行
政
の
漢
帝
国
』
第
Ⅲ
編
第
二
章
「
通
行
行
政
」
二
九
四
～
二
九
五
頁
。

（
10
）　

市
川
任
三
「
居
延
簡
印
章
考
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
無
窮
会
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
六
四
年
）、
鷹
取
祐
司
「
漢
簡
所
見
文
書
考
」（
冨
谷
至
編

『
辺
境
出
土
木
簡
の
研
究
』
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
11
）　

伝
の
実
物
が
觚
の
形
状
を
も
つ
簡
牘
と
関
係
す
る
こ
と
は
、
鷹
取
祐
司
「
漢
簡
所
見
文
書
考
」、
拙
稿
「
漢
代
エ
チ
ナ
河
流
域
の
交
通
と
肩
水
金
関
」、
同

「
金
関
漢
簡
的
伝
与
漢
代
交
通
」
で
述
べ
て
い
る
。

（
12
）　

角
谷
常
子
「
エ
チ
ナ
川
流
域
の
関
に
つ
い
て
─
肩
水
金
関
を
中
心
に
」（
前
掲
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
研
究
』
二
二
）
で
は
、74 EJF3:155

の
文
書
に
つ
い

て
、
肩
水
城
尉
（
都
尉
府
の
尉
）
が
直
接
に
金
関
に
送
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
先
に
関
に
通
知
し
て
、
記
載
さ
れ
た
者
が
や
っ
て
来
た
と
き
に
取
り
計
ら
い

を
す
る
と
理
解
し
て
い
る
。

（
13
）　

背
面
に
記
さ
れ
た
「
発
」
の
用
法
は
、
こ
れ
ま
で
封
泥
を
開
封
す
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
文
書
を
処
理
す
る
手
順
に
み
え
て
い
る
。
拙
稿

「
居
延
漢
簡
の
調
査
と
考
察
ノ
ー
ト
」、
同
「
漢
代
簡
牘
的
文
書
処
理
与
〝
発
〟」（
黎
明
釗
編
『
漢
帝
国
的
制
度
與
社
会
秩
序
』、O

xford U
niversity Press 

（C
hina

）Lim
ited, H

ong K
ong

、
二
〇
一
〇
年
）。

（
14
）　

彭
浩
・
陳
偉
・
工
藤
元
男
主
編
『
二
年
律
令
與
奏
讞
書
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
拙
著
『
中
国
古
代
国
家
と
社
会
シ
ス
テ
ム
─
長
江
流
域
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四

出
土
資
料
の
研
究
』
第
十
章
「
張
家
山
漢
簡
『
津
関
令
』
と
漢
墓
簡
牘
─
伝
と
致
の
用
途
」（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）、
拙
稿
「《
張
家
山
漢
簡
・
津
関

令
》
与
漢
墓
簡
牘
─
伝
与
致
的
情
報
伝
達
」（『
簡
帛
』
第
二
輯
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
15
）　

大
庭
脩
「
漢
代
の
符
と
致
」
は
、
致
籍
を
「
伝
と
致
の
籍
」、
登
記
簿
と
い
う
説
に
従
い
、
致
は
短
距
離
の
移
動
者
に
対
す
る
証
明
書
と
み
な
し
て
い
る

が
、
拙
稿
「《
張
家
山
漢
簡
・
津
関
令
》
与
漢
墓
簡
牘
」
で
は
距
離
と
は
関
係
し
な
い
文
書
と
考
え
て
い
る
。

（
16
）　

大
庭
脩
「
冥
土
へ
の
旅
券
」（
前
掲
『
漢
簡
研
究
』）、
拙
稿
「《
張
家
山
漢
簡
・
津
関
令
》
与
漢
墓
簡
牘
」。

（
17
）　

注
（
３
）
の
論
文
。
こ
の
ほ
か
冨
谷
至
『
文
書
行
政
の
漢
帝
国
』
第
Ⅲ
編
第
二
章
「
通
行
行
政
」（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）、
鷹
取
祐
司

「
漢
代
に
お
け
る
符
の
展
開
─
割
符
か
ら
文
書
へ
」（『
東
ア
ジ
ア
の
簡
牘
と
社
会
─
東
ア
ジ
ア
簡
牘
学
の
検
討
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
集
、
二
〇
一
二
年
）、

伊
藤
瞳
「
漢
代
に
お
け
る
符
の
形
態
と
機
能
」（『
史
泉
』
一
一
六
、
二
〇
一
二
年
）
が
あ
る
。

（
18
）　

籾
山
明
「
刻
歯
簡
牘
初
探
─
漢
簡
形
態
論
の
た
め
に
」（『
木
簡
研
究
』
一
七
、
一
九
九
五
年
）。

（
19
）　

張
経
久
・
張
俊
民
「
敦
煌
漢
代
懸
泉
置
遺
址
出
土
的
『
騎
置
』
簡
」（『
敦
煌
学
輯
刊
』
二
〇
〇
八
年
二
期
）、
拙
稿
「
漢
代
地
方
の
文
書
逓
伝
と
郵
書
記

録
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
』
人
文
学
科
編
三
一
、
二
〇
一
一
年
）。

（
20
）　

李
均
明
『
秦
漢
簡
牘
文
書
分
類
輯
解
』
四
三
二
～
四
三
五
頁
。

（
21
）　

大
庭
脩
「
漢
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」
六
一
九
～
六
二
二
頁
。

（
22
）　

李
均
明
「
漢
簡
所
反
映
的
関
津
制
度
」（『
歴
史
研
究
』
二
〇
〇
二
年
三
期
）、
同
『
秦
漢
簡
牘
文
書
分
類
輯
解
』
四
三
三
～
四
三
四
頁
。

（
23
）　

大
庭
脩
「
漢
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」、
同
「
漢
代
の
符
と
致
」
は
居
延
県
と
し
、
鷹
取
祐
司
「
漢
代
に
お
け
る
符
の
展
開
」
は
甲
渠
候
官
と
す
る
。

冨
谷
至
「
通
行
行
政
」
は
、
出
入
符
の
用
途
に
つ
い
て
、
伝
を
再
び
封
印
す
る
手
間
を
省
い
て
、
簡
略
化
す
る
た
め
に
符
を
利
用
し
た
と
い
う
。
出
入
符
の

官
は
肩
水
候
官
で
、
左
右
の
意
味
は
、
移
動
者
が
左
を
所
持
し
、
右
を
関
所
が
持
つ
と
す
る
。
ま
た
名
前
が
な
い
た
め
特
定
の
通
行
者
で
は
な
く
、
公
務
に

あ
た
る
吏
卒
や
、
警
邏
、
通
信
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
と
推
測
し
て
い
る
。

（
24
）　

大
庭
脩
「
漢
代
の
符
と
致
」
一
六
一
頁
で
は
、
居
延
漢
簡332.12

の
「
從
第
一
始
大
守
從
五
始
使
者
符
合
乃

」
に
つ
い
て
、
皇
帝
の
手
元
に
あ
る
右
半

は
第
一
の
符
か
ら
使
用
し
、
郡
太
守
の
も
と
に
あ
る
符
の
左
半
は
第
五
か
ら
使
用
す
る
と
い
う
。
た
だ
し
こ
れ
は
中
央
と
郡
に
あ
る
第
一
か
ら
第
五
に
限
ら

れ
た
符
の
用
法
で
あ
る
。
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肩
水
金
関
と
漢
代
の
交
通

（
25
）　

李
均
明
「
漢
簡
所
反
映
的
関
津
制
度
」、
拙
稿
「《
張
家
山
漢
簡
・
津
関
令
》
与
漢
墓
簡
牘
」。

（
26
）　

畑
野
吉
則
「
敦
煌
懸
泉
漢
簡
の
郵
書
記
録
簡
」（『
資
料
学
の
方
法
を
探
る
』
一
〇
、
二
〇
一
〇
年
）、
同
「
居
延
漢
簡
に
み
え
る
郵
書
記
録
と
文
書
逓
伝
」

（『
資
料
学
の
方
法
を
探
る
』
一
一
、
二
〇
一
二
年
）、
拙
稿
「
漢
代
地
方
の
文
書
逓
伝
と
郵
書
記
録
」。

（
27
）　

李
均
明
『
秦
漢
簡
牘
文
書
分
類
輯
解
』
四
三
五
頁
は
、
烽
燧
で
当
番
を
す
る
吏
卒
が
用
い
る
当
直
の
証
拠
と
す
る
。

（
28
）　

李
均
明
『
秦
漢
簡
牘
文
書
分
類
輯
解
』
四
三
四
～
四
三
五
頁
。

（
29
）　

派
遣
の
符
に
は
、
觚
の
形
状
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。
鷹
取
祐
司
「
漢
簡
所
見
文
書
考
」、「
漢
代
に
お
け
る
符
の
展
開
」、
拙
稿
「
漢
代
檄
の
伝
達
方
法
と

機
能
─
文
書
と
口
頭
伝
達
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
』
人
文
学
科
編
三
二
、
二
〇
一
二
年
）「
漢
代
檄
的
伝
達
方
法
及
其
功
能
」（『
甘
粛
省
第
二
届
簡

牘
学
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）。

（
30
）　

李
均
明
『
秦
漢
簡
牘
文
書
分
類
輯
解
』
四
三
四
頁
で
は
、
辺
吏
の
家
属
が
関
所
を
出
入
す
る
と
き
に
使
用
す
る
出
入
証
明
と
す
る
。
大
庭
脩
「
漢
代
の
符

と
致
」
一
六
六
頁
で
は
、「
吏
の
家
属
」
の
符
で
は
な
く
、「
隧
長
と
そ
の
家
属
の
符
」「
家
属
を
伴
っ
た
隧
長
の
符
」
と
す
る
。

（
31
）　

李
均
明
「
漢
代
屯
戍
遺
簡
『
葆
』
解
」（
前
掲
『
初
学
録
』）
は
、
葆
に
つ
い
て
、
１
張
政
烺
氏
の
人
質
と
い
う
説
、
２
裘
錫
圭
氏
の
庸
保
（
雇
い
人
）
と

い
う
説
を
紹
介
し
、
３
担
保
、
保
証
と
考
証
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
庸
保
と
す
る
説
に
従
う
。

（
32
）　

永
田
英
正
『
居
延
漢
簡
の
研
究
』
第
二
部
第
四
章
「
簡
牘
よ
り
み
た
る
漢
代
辺
郡
の
統
治
組
織
」（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
肩
水
都

尉
に
所
属
す
る
橐
佗
候
官
に
莫
當
隧
、
延
寿
隧
、
呑
胡
隧
、
石
南
亭
が
あ
り
、
肩
水
候
官
に
騂
北
亭
が
あ
る
。

（
33
）　

李
均
明
『
秦
漢
簡
牘
文
書
分
類
輯
解
』
四
三
四
頁
。

（
34
）　

李
均
明
「
漢
簡
所
見
出
入
符
・
伝
与
出
入
名
籍
」（
一
九
八
三
年
）、
佐
原
康
夫
「
居
延
漢
簡
に
見
え
る
肩
水
金
関
に
つ
い
て
」（『
中
国
出
土
文
字
資
料
の

基
礎
的
研
究
』
科
学
研
究
報
告
書
、
一
九
九
三
年
）
は
、
関
出
入
簿
の
形
式
を
、
ａ
タ
イ
プ
：
人
名
と
身
分
・
年
齢
と
、
下
端
に
出
入
り
の
日
付
を
付
け
た

最
も
記
載
が
少
な
い
簡
単
な
記
録
、
ｂ
タ
イ
プ
：
人
名
・
年
齢
な
ど
に
加
え
て
身
長
が
書
か
れ
る
書
式
、
ｃ
タ
イ
プ
：
乗
物
や
所
持
品
が
書
き
こ
ま
れ
る
形

式
に
分
類
し
て
い
る
。

（
35
）　

李
均
明
「
漢
簡
所
反
映
的
関
津
制
度
」。

（
36
）　

大
庭
脩
「
漢
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」
は
、
関
嗇
夫
が
肩
水
候
の
職
務
を
代
行
し
、
肩
水
候
官
に
「
肩
水
金
関
」
の
検
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
候
官
を
へ
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て
都
尉
に
所
属
す
る
と
み
な
し
て
い
る
。
角
谷
常
子
「
エ
チ
ナ
河
流
域
の
諸
遺
跡
（
毛
目
地
域
）」
は
、
金
関
の
施
設
は
肩
水
候
官
に
近
く
、
両
者
は
一
体
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
37
）　

拙
稿
「
漢
代
の
交
通
と
伝
信
の
機
能
」、
同
「
漢
代
交
通
與
伝
信
的
功
能
」。

（
38
）　

拙
稿
「
漢
代
の
交
通
と
伝
信
の
機
能
」、
同
「
漢
代
交
通
與
伝
信
的
功
能
」。

（
39
）　

李
均
明
「
漢
簡
所
反
映
的
関
津
制
度
」、
拙
稿
「《
張
家
山
漢
簡
・
津
関
令
》
与
漢
墓
簡
牘
」。

（
40
）　

拙
稿
「《
張
家
山
漢
簡
・
津
関
令
》
与
漢
墓
簡
牘
」。

（
41
）　

拙
稿
「
漢
代
エ
チ
ナ
河
流
域
の
交
通
と
肩
水
金
関
」、
同
「
金
関
漢
簡
的
伝
与
漢
代
交
通
」。

（
42
）　

佐
原
康
夫
「
居
延
漢
簡
に
見
え
る
肩
水
金
関
に
つ
い
て
」、
李
天
虹
『
居
延
漢
簡
簿
籍
分
類
研
究
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
李
均
明
『
秦
漢
簡
牘

文
書
分
類
輯
解
』。

（
43
）　

拙
稿
「
漢
代
エ
チ
ナ
河
流
域
の
交
通
と
肩
水
金
関
」、
同
「
金
関
漢
簡
的
伝
与
漢
代
交
通
」。

（
44
）　

拙
稿
「
漢
代
西
北
の
交
通
と
懸
泉
置
」（『
資
料
学
の
方
法
を
探
る
』
八
、
二
〇
〇
九
年
）、
同
「
漢
代
西
北
的
交
通
及
懸
泉
置
」（『
白
沙
歴
史
地
理
学
報
』

第
一
〇
期
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
45
）　

張
俊
民
「
敦
煌
懸
泉
漢
簡
所
見
『
亭
』」（『
南
都
学
壇
（
人
文
社
会
科
学
学
報
）』
二
〇
一
〇
年
第
一
期
）、
畑
野
吉
則
「
敦
煌
懸
泉
漢
簡
の
郵
書
記
録
簡
」、

同
「
居
延
漢
簡
に
み
え
る
郵
書
記
録
と
文
書
逓
伝
」。

（
46
）　

出
入
符
と
①
吏
家
属
符
は
、
発
給
し
た
機
構
が
先
に
肩
水
金
関
に
配
布
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
照
合
の
た
め
の
実
物
が
出
土
し
た
と
推
測
で
き
る
。
出
入
符

が
、
肩
水
金
関
と
肩
水
候
官
で
出
土
し
て
い
る
理
由
は
、
こ
の
二
つ
の
施
設
の
距
離
が
近
く
、
一
体
化
し
た
機
構
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
肩
水
候
官
に
保
管
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
し
か
し
左
符
と
右
符
の
混
在
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
あ
る
。

　

本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
八
月
二
四
日
に
甘
粛
省
金
塔
県
で
開
催
さ
れ
た
居
延
遺
址
与
絲
之
路
歴
史
文
化
国
際
学
術
研
討
会
の
報
告
を
も
と
し
て
お
り
、
平
成
二
五

年
度
のJSPS

科
研
費
・
基
盤
（
Ｃ
）24520804

「
里
耶
秦
簡
・
西
北
漢
簡
と
実
地
調
査
に
よ
る
秦
漢
地
域
社
会
の
研
究
」
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


